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第3回宇宙開発委員会定例会議議事要旨

時
所
題

4．出席者

　　委　員

　　委

　　委

昭和44年1月22日（水）．午後2時～4時

科学技術庁第2会議室

（1）昭和44年度宇宙開発関係予算：案につい

　て

（2）宇宙開発事業団について

（5）東京大学宇宙航空研究所による4・5年塵：

第2次観測・ケット実験経過について

　　　　長　　木　内　四　郎

委員長代理“山．県ヒ昌夫

　　　　負　　関　　　義　長

　　　　員　　大　野．勝　三

関係行政機関職員

　科学技術事務次官

　科学技術庁研究調整局長

　文部省大学学術局審議官

　文部省大学学術局学術課長

　東京大学宇宙航空研究所教：授

　東京大学宇宙航空玉突所教授

　　　　　　　　　　　総務課：
通産省工葉技術院総務部長（代理：工業技術院総務部

藤：有

給．川

渋　谷
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割体こ

玉　木
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夫

恒
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・
哲
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章

　
レ
　

総
郎

院
一

術
俊

支

、運輸省大臣官房参事官（代理：夫臣官房政策課

　　　　　　　　　　　　　　　高　力　　　章）

　　　　　　　　　＿◎1＿　　　　　　　”　　　　　　　、

　　　　気象庁総務部長’　・’田村　 武．

　　　　海上保安上総務部長（代理：水路部編暦課

　　　　　　　　　　・　　　　　中崎　　昭）

　　　　轍省職監理局総轟袋理塞嗜翠募璽）

　　　事　務　局　　　　　　　　一

　　　　科学技術庁研究調整局宇宙三三課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，山　野　正　登　他

　5．，配布資料

’　　　委3－d　第18回宇宙開莞委員会定例会議議事要旨

　　　委5－2．第1回宇宙開癸委員会定例会議議事要旨

　　　委5－5．第2回宇宙開発委員会臨時会議議事要旨

　　　委374昭和44年度宇宙開発関係鹸の概算鶴括

　　　　　　　　表

　　　　委5－5　出庫開発事業団法案要綱（第1次案）

　　　　委5一う　昭和43年度第2次観測ロをツト実験経過

　　　　　　　　（東京大学宇宙航空研究所）　・

　6　議事要旨

　　（1）宇宙開発委員長挨拶

　　　　宇宙開発委員長が、昭和44年度予算案の編成に関連し

　　　て宇宙開発委員の協力に対し謝辞を述べた。

　　（2）昭和44年度宇宙開発関係予算案についズ　　・

　　　　事務局から昭和44年度宇宙開発関係予：算案について説

　　　明があった。　　‘　　　’

　　　　　　　　　　　　　　一2一’

　
、

・、

◎
◎
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（5）宇宙開発三葉団について

　　事務局から宇宙開発事業団法案要綱（第1次案）につい

　て説明ののち、委員の質問に対し次のような補足説明があ

　つ・た。

　α）宇宙開発委員会は、宇宙開発事業団の業務運営の基：準

　　となる宇宙開発に関する基本計画を決定するほか、宇宙

　　開発に関する重要事項としで宇宙開発事業団の運営に関

　　：与することができる。

　←プ法律的には、宇宙開発事i業団以外の機関でも入工衛星

　　の開発を行ないうるが、昭和44年度政府予算案を決定・

　醒した1：丹14日の閣議に旧いて宇宙開発は事業団で一

　　元的に行なうべきであるとの意向が強く出され、ζの線

　　に沿って電離滴観測衛星の開発を事業団に行なわせるこ’

　　ととした。

　　　他の分野の衛星については、凌だ研究段階であるが、

　・それらも将来開発段階に入った際には・電離層観測衛星．

　　と同様の取扱いになることを期待しているb

（4凍京大学宇臨空研獅による．43年騨2次翻rケ

　ット実験経過について

　　東京大学宇宙航空研究所高木教授から昭和45年度第2

　次観測ロケット実験経過について報告があり、とくに丑一

　4．sの打上げ実験㊥中止について次の．ような説明があづた。

　0　1月1う、臥巳打上げ実験を行なった五一5H咋t・，科学

　　観測用ロケットであるが、補莇ブースタ「切離し直後に・

　　　　　　　　　　響　一5一

機体に異常を生じ失敗した。この毛一5且は機体の第1、

2段ロケットに新たに140キロ鋼が用いられており、

また、三明ブースター切離し時間（わ延長を図っている。’

これらのごとが失敗の原因と’関係があるのではない、かと

考えられる。

　これに引き続き打上げを予定していたし－4丁澄よひ

し－4Sの第1、2段ロケットは、このP－3Hと同じ

材：質を用いているので、L－3且の失敗の原因を十分究

明したうえで打ち上げるこどとし、’ ｡回の打上げを見送

つた。　　『　　　　　　　　　　・　・　　　　．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　一　．’委ぎつ一

　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　第4画宇宙開発委員会定例会議議事要旨’

　　　　　　　　　　　庵　　・

・t日時昭和44年1月29日（永）．三野2時㌍4r暗　・

　　2・場　　所　．科学技術庁．第2三三室・

　　乙　議　　題　　、宇宙開発基本法について「

　・4出席者ノ．　、．∵．．
　　　　　委員長代理　噛山　票　昌　夫．

　　　　　糞∫量奢纏昊・．り　’．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．
　　　　　関係行政機関職員

　　　　。群技術騰次官一藤踊姫．1
　　　　・科学技術庁研究離局長一1布川晃夫　　丁

　　　　　興言鰯騨慨叢学醗術楚）他等

　　　　　通瞭大臣騨謂代団匪航麦轡．ゴ、

　　　　／繍省大臣官房冗官（代埋：官房瀟調査官　・㌧Σ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉．二巴山回）．

　　郵政省電波監理烏審議官（代理：電波監三局技術1

　　　　　　　　　　　開査課1　金　田　秀’夫芝

聯電鐸局騨信部長三次肩区．

獣臣官脚参事官（三冠七二査昆1

　事務局L一　　　・㌧⊃

　委4－1、宇宙開発基本法に関する経緯

　委4－2　宇宙開発基本法関係国会会議録按奉

　委4一」3　宇宙開発委員会設遣法案に対する附帯決議

蓼一4日櫛川面申入れ「瀧本法の制
　　　　　定について」

＼1．．一．二’ 黶@・一

　　　　　　　　　　　　　　　～

　　　　　　　　　　　　　　　　＼、

　　　　　　　　　　　　　！　、
　　　　　　　　　　　し　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　つ　ロ
　　　　　　＼’・・，、　．・・　一．＿一．，．．1＼’

＾
6

＼

匂卜・

l　
　
　
　
i



　　　　6＜講要旨’・！’〆・’・ン・／、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　プ

　　　　　　事四郷醗基本騨耀緯確2噂門の咳
　　　　　次のような審議が行なわれだ。

　　　　　（か原子面恥照臨欄三品て「自主堪ぴ一

図，「回忌つ叫次鱒瞭見回ら粋だ∵㍗
　　　　　。④この1虚血は・硲醗三面纈に〒

　　　　　　黎ゑFとなぐ〉自らの脚町戸磯靴

り　　　　　・、　　　　　　’　　　　　　　　●”　●．　1、　　’

　　　　　　　　　　　　　　メ　　　　　　㊥r自美」聴味縮らの意志と鞭侮尊重縮朔らぐ

　　　　　　畑嚇て当然のことを云蛸脚〉灘で脚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

・，∴ヅもし・「外国瀟の馴を禁ずるも9なら・甚論証

　　　　　　　黙鎌翼う・こい巴・・点／
　　　　　　ρ臨本学術蝋の部面・「可能な膜生血頼rレ

　　　　．恐ず自分で行継騨る・」メr嚇冠り・⑫

　　　　　　∫瞬も・そ卿臆見㊧反感とみるζとができ照・

　　　　　巴ご雌纏回しなげれ脚ないもρ凝問寧る・＼一

　　　　　　←）’「公開」の原則については、どこまで適用するかが問題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　　　である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ノ　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳
・N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二＿ζ二＝＝謡

　　　例えばぐ国際的にも確宰レた商業嶺密保護の慣習を排除

　　するものではないと考えるべきである。

㈱懸子施本灘二条り基本方鱒霜開発にも適用する

　　ことについては・その慧画するとこちヵ源子力の場合と同．

　　様で顔らば蘭鷹いρで鱒いかρ

＠「基本法坤瞬神る摯かどう解関連Pて・輝

脚騨綿鱒勘鵜輝紫錦二条の宇’
、笛醗鞠樋柚の耀いについて∫は㍉「宇宙醗は・

　　いウまセもなく学宙の利用のための囲莞であるから委貞強
　　　　　　　　　　　ぬ

確叫噛し・鰹る際醐ゆ吋の徽給，
　　まれるζとは当然であるb」とし1ており・関係各省庁もこ

　　　　い　ヘコ
　　れを了解してφる。’

　㈲　委員会は、設置法によリヤ「利用」にういての決定櫃は’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＿撤ないので・「鯛礪ずる基本輝」について・慮見

鱒べることはおかしいρでは脚・

姓「鮪発」と「利用」と繭鋤り・聯∫醐

　　にぱ「桶」も含むと解釈すべきである。8　　＝

　　　　　㌃・　　　　’　　　　　　　　『　　　、　　．　　　・　　　・　　　　　　一
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　　　　　　　委負会の使命が㍉単に開発計画を作り㍉それが遂行された時

　　　　　　に終るという’なら話は別だ帆醗め結果まで見守るというζ　　・

　　　　　　となう・髄やいて御を行なうr，今螺であ端

　　　　　　い立卿・ら「利回ゆいて物を言うことセコ」向購わ瀞ど

　　　　　　　　　　　　　　ノリ

　　　、，・ら・三寸聯詰めある吻璽卑め紬携決’，

　　　　　　定を行なちこと甑柚嗣す蟹三三ことに勧瀦・

　　　ノ　マ髄といわれ硲ゆあ鏑題燭る・　　　’
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・
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条
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第
一
章
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総
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（
目
的
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第
一
条
∴
宇
宙
開
発
事
業
団
は
、
人
エ
衛
星
及
び
汰
工
衛
星
打
上
げ
用
田
ケ
ヅ
・
ト
の
開
，

　
発
、
，
打
上
げ
及
び
追
跡
を
総
合
的
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
行
な
い
、
宇
宙
の
開
発

　
及
び
利
用
⑳
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
（
法
人
格
）

第
二
条
　
宇
宙
開
発
瑛
業
団
（
以
下
「
事
業
団
」
と
い
う
。
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は
、
征
戦
と
す
る
。
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事
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所
）

鋸
三
条
　
群
業
団
は
、
主
た
る
池
園
所
を
東
京
都
に
置
ズ
。

2
　
事
理
M
は
、
内
閣
笹
神
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
必
要
な
地
に
従
た
る
事
務
所
を

　
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
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資
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第
四
条
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事
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団
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資
本
金
ば
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に
掲
げ
る
金
額
の
合
計
額
と
す
る
。
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．
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．
∴
■
．
停
試
∴
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・
二
5
附
則
第
三
条
第
二
夏
・
の
規
・
定
に
よ
り
政
府
か
ら
出
資
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る

　
　
金
額

　
三
　
事
業
団
の
設
立
に
際
し
政
府
以
外
の
者
が
出
資
す
る
金
額
．
一

・
2
・
政
府
は
、
，
事
業
団
の
設
立
に
際
し
、
前
項
第
。
一
号
の
五
億
円
を
出
資
す
る
も
の
と

　
す
る
。

　
　
　
　
∂
．

3
　
事
業
，
団
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
そ
の
資
本
金

　
を
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
、
　
：
　
二
・
・
二
：
裏
、
　
〆
寮
で
二
属
・
、
．
（
ご

4
　
政
府
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
．
鉄
事
業
団
が
そ
の
資
本
金
を
増
加
す
る
ど
き
は
、
予

　
算
で
定
め
る
金
嶺
の
範
囲
内
に
耀
い
て
、
事
業
団
に
出
資
す
る
ヒ
と
が
で
遂
る
垣

5
　
政
府
ぱ
避
事
業
団
に
出
資
す
る
と
き
は
、
土
地
き
建
物
そ
め
他
の
土
地
の
定
着
物
．
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又
は
物
品
（
以
下
．
「
土
地
等
」
　
と
い
う
。
●
）
を
出
資
の
月
温
い
と
、
す
為
ζ
と
が
で
き
、
る
。

6
前
項
の
規
定
に
よ
　
玖
譜
面
の
目
的
と
す
る
土
地
等
の
価
額
は
、
出
資
の
白
現
在
に

　
診
げ
る
時
価
を
基
準
ど
怯
し
そ
評
価
委
負
．
が
評
価
し
た
価
額
ど
す
る
。
㌦
　
・
　
　
’
山
悔

7
．
・
前
項
の
評
価
北
下
貝
そ
・
の
．
他
評
価
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。
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（
出
資
証
券
）

第
五
条
　
事
業
団
は
、
出
資
に
対
し
、
出
資
証
券
を
発
行
す
る
。
　
　
　
　
喝

2，

@
出
資
証
券
は
、
記
名
式
ど
ず
、
る
。
－
一
　
　
．
，
　
，
　
，
．
，
・
．
．
．
，
●
．
．
　
㌧
’
．
．

3
　
前
項
に
規
－
恕
す
る
も
の
の
ほ
か
寸
、
出
資
証
券
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
’
政
令
膝
定

　
め
る
。

　
・
（
持
分
の
払
戻
し
等
の
禁
止
）
㌧
　
・
．
メ
，
，
　
　
，
・
：
、
、
．
．
㌦
．
．
践
・
　
．
．
．
凝
、
　
．

航
…
六
条
　
嘱
業
団
は
、
出
資
者
に
対
し
、
，
そ
の
持
分
を
払
い
戻
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

・
2
　
嘱
業
団
は
、
出
資
者
の
持
分
を
，
取
得
し
可
惜
は
質
権
の
、
巨
的
と
、
し
て
こ
れ
を
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
，
　
、
．
　
●

一4一

轟

●

●

．
●

る
を
が
で
迷
在
評
∵
づ
　
．
　
　
．
・
　
　
　
　
享

　
（
登
記
）

第
案
喜
妻
団
は
、
政
令
で
遮
る
と
こ
歪
誘
導
登
記
↓
逼
れ
繁
ち
諜
。

2
前
項
の
規
定
梶
よ
吻
登
記
ル
な
け
慣
ぱ
な
ら
な
い
事
項
は
、
登
記
の
後
で
な
け
れ

濾
、
こ
れ
を
も
つ
講
三
者
に
・
対
導
る
こ
と
が
・
で
き
な
い
．
：

第
七
鋸
慧
鴇
者
は
、
蓄
開
発
妻
団
と
い
う
名
称
を
塁
は
な
ら
∵

　
い
。

　
（
民
法
ρ
準
用
）

現
粂
罠
法
難
旧
稿
年
題
言
＋
鳶
壼
四
茜
条
（
法
華
歪
行
，

　
為
能
力
）
及
び
第
五
十
条
（
法
人
の
住
所
）
の
規
定
．
は
、
事
業
団
に
つ
い
て
準
用
す

　
　
　

　
る
。
ー



顎

　
　
　
　
第
二
章
　
役
員
等

　
　
（
役
員
）
　
◎
∵
－
㌦
’
　
し
瀞
き
ξ
∬
「
帽
2
一
丸
・
－
∵
義
」
セ

掬
＋
条
妻
浬
彼
遷
左
理
事
長
次
面
理
事
還
逃
鯉
豊
陰

　
　
内
及
び
監
事
’
二
人
以
内
を
置
く
。

　
2
，
事
業
団
に
、
役
員
と
し
て
、
前
項
の
理
事
の
ほ
か
、
非
常
勤
の
理
事
二
人
以
内
せ

　
遣
く
を
奪
港
る
。
：
・
い
・
．
∵
　
　
■
・
　
，
．
．
∵
二
，
・
そ

　
，
（
役
員
の
職
務
及
び
権
限
）

第
＋
棊
理
事
長
な
、
醸
粛
棚
塗
代
表
し
、
そ
の
業
務
を
総
理
す
る
。
．

p
2
　
副
理
事
凝
は
か
事
桑
佃
を
代
表
し
、
●
理
事
長
の
七
絶
ゐ
乏
て
る
属
ぱ
ψ
軍
側
事
長

　
を
補
佐
し
て
骨
梁
佃
ρ
榮
務
を
掌
理
玄
理
事
長
理
事
徴
か
遡
る
モ
犠
は
そ
の
職
務

　
濾
代
理
し
、
埋
亦
長
が
欠
員
の
と
き
は
そ
の
職
務
を
行
な
う
。

弓
　
理
那
（
非
常
勤
の
理
礁
を
除
く
。
）
は
、
理
事
長
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

∴
遷
・
汲
び
測
理
事
長
を
補
荘
て
事
業
の
業
務
黒
垂
、
・
理
事
長
及
び
副
瑠
專

　
擬
濯
事
故
述
滴
る
と
き
は
そ
の
職
務
．
を
代
理
し
、
．
理
事
長
及
び
副
理
事
長
が
欠
員
0

・
と
き
誠
窃
越
夢
署
な
鳥
　
　
．
　
で
し
’
∴
．
㌦
∴
・
デ
暴
●
ぐ
事

－
4
℃
庸
渤
ゆ
理
覆
、
埋
事
長
の
定
め
る
と
之
途
よ
・
玖
舞
嚢
・
及
び
創
理
事
長

．
．
を
補
佐
し
て
事
榮
佃
の
業
務
を
掌
理
す
る
。

，
5
　
監
事
は
、
事
業
団
の
業
務
を
盈
査
す
る
。

、
∵
筆
膝
監
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
が
め
る
と
認
め
通
譲
面
事
長
」
又

’
h
茎
務
大
臣
丙
紅
雲
奨
臣
に
↓
の
っ
て
は
、
墨
差
の
規
歪
よ
萎
任
さ
れ
し

　
兼
蓉
巖
、
科
学
技
術
庁
餐
。
第
四
＋
一
条
第
二
項
及
び
第
四
＋
三
条
笙
．
写

　
に
調
い
て
洞
τ
。
）
嘔
也
魔
悪
事
漏
す
夕
汐
と
湾
　
き
渇
．
。

　
（
役
員
の
二
途
－
“
・
～
～
：
皆
端
…
も
∵
、
一
凸
一
∴
巳
・
　
ノ

第
十
二
条
　
理
事
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
宇
宙
開
発
委
員
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す

一6一一7一



．
・
る
。
◎
　
記
。
　
u
．
　
し
言
～
　
　
…
』

2
∴
副
埋
事
長
及
び
姦
計
、
心
妻
が
内
閣
蓬
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
任
命
す
発

5
垂
事
は
、
内
星
位
大
臣
蛮
宙
嬰
委
員
会
の
毒
見
を
き
い
て
任
命
す
る
．

　
（
役
員
の
任
期
）

第
＋
三
条
理
事
長
一
副
理
事
長
及
ぴ
理
事
の
善
導
、
裏
年
と
猷
監
事
の
在
期
嘆

　
二
年
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
－
　
　
　
　
　
　
　
屋

”2　
（
役
員
の
欠
格
条
項
）

第
＋
四
二
次
箸
．
逐
L
達
書
壌
は
疫
員
と
な
．
る
を
が
で
き
燃
∵

ヨ
政
府
又
備
嘆
息
団
体
の
職
口
貝
（
教
育
自
警
貝
で
雨
冷
で
雄
め
る
者
及
び
非

　
　
常
拗
⑩
渚
遊
像
べ
。
）
　
・
∴
　
～
．
．
　
ジ
．
∵
．
…
’

芦
・
超
製
造
謹
遜
甘
藷
幾
は
蒲
の
遭
を
遷
す
る
秘
事
蕎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
．
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
．
　
　
　
　
　
，
　
●

　
　
と
　
取
引
上
，
・
密
接
な
和
宝
卵
割
係
を
有
す
る
も
め
文
は
ピ
れ
ら
の
者
が
法
人
で
あ
・
る
と

　
　
き
は
を
㊥
役
負
（
い
か
な
る
名
称
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
ハ
こ
れ
・
と
同
等
以
上
⑳
職

　
　
，
権
又
は
支
配
力
を
有
す
る
者
を
含
む
。
し

　
．
三
．
前
号
κ
属
下
惹
事
業
者
の
団
体
の
役
員
（
匝
か
な
る
名
称
鍔
に
よ
る
か
を
・
問
わ
ず
岱

・
　
託
高
等
以
上
a
験
権
又
は
支
配
力
を
有
す
薯
．
を
含
む
。
〉
，

第
十
五
条
．
吟
盟
総
理
大
臣
又
は
理
事
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員
が
前
　
　
」

　
条
各
号
の
一
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
ど
き
は
、
そ
の
役
員
を
．
解
任
し
な
け
れ
ば
な
ち

　
な
、
い
。
．
’
、
．
！
．
h
．
．
．
・
．
．
　
．
　
．
．
晶
，
ゴ
●
　
■
：
■
塁

2
　
、
内
閣
総
．
理
大
臣
文
は
理
事
長
は
一
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
任
命
に
係
る
役
員
が
次
の
各
号

　
2
に
該
当
ず
る
と
き
、
そ
の
他
役
員
た
る
に
適
し
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
第
＋

　
二
条
殊
働
応
む
亘
・
そ
の
役
具
を
解
任
す
る
ご
ど
が
で
ぎ
る
。
　
・
■
　
．
’

、



　
一
　
心
・
身
の
故
障
の
●
た
あ
職
務
の
執
行
に
塔
え
な
い
．
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

　
一
，
一
　
職
務
上
の
義
務
違
．
反
が
あ
る
と
き
。

（
役
回
の
兼
聯
禁
止
と
　
－
　
・
　
　
、
・
．
，
㍉
．
．
い
∴
、
、
，
，
．

第
十
六
条
・
役
員
は
、
営
利
そ
目
的
と
す
る
団
体
の
役
員
之
な
り
、
又
は
自
ら
営
利
事

業
v
に
業
事
レ
て
ば
だ
ら
な
い
・
た
だ
し
、
内
閣
総
理
大
臣
の
承
謁
を
受
．
け
だ
と
き
ば
．
．
、

雰
饗
震
鷹
ば
山
　
．
．
ぷ
．
．
　
．
，
　
　
，
　
冥
．
．
　
叶

（
代
葬
権
の
髄
限
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
引

回
十
七
条
漂
事
業
団
ど
理
事
長
又
は
耐
理
．
事
長
と
の
利
益
が
相
反
す
る
事
項
に
つ
い
て

　
は
》
ζ
れ
ら
の
巻
は
、
代
表
権
を
有
じ
な
・
い
。
こ
の
場
合
に
な
、
監
．
事
が
事
業
・
団
を

　
代
表
ず
る
。

　
（
代
理
人
の
選
、
任
．
）
，
・

第
十
八
条
丹
，
理
事
長
及
び
副
理
事
長
・
は
、

　
　
　
・
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
■

理
事
又
は
事
業
団
の
職
員
の
か
ち
．
が
ら
、
嚢
、

　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
●

　
業
団
，
⑳
従
た
み
事
務
所
り
叢
務
に
関
し
．
一
，
・
切
の
裁
判
上
又
は
裁
判
外
の
行
為
を
す
る

．
権
限
を
有
す
る
代
理
人
一
を
選
任
す
る
こ
ど
が
で
き
る
q
．
．
．
．
－
．
　
、
一

　
（
顧
問
）
～
ど
　
∵
ジ
∴
、
，
、
ρ
壱
．
・
」
、
，
『
ρ
．
一
．
　
・
∵
㌦
・
ド
渥
、
胤
．
！

第
十
九
条
、
事
業
団
に
、
そ
の
業
務
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
に
参
画
さ
せ
る
た
め
、

　
顧
問
を
置
ぐ
ご
と
が
で
ぎ
る
ゆ
・
・
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

2
結
髪
．
．
学
馨
験
σ
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
理
事
長
が
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
堕

　
を
受
け
て
任
命
す
る
・
「
－
亀
・
　
　
　
●
～
∴
二
．
些
し
・
晒
∴

　
（
職
員
の
任
愈
　
己
て
　
．
…
　
㌦
・
－
・
・
．
・
　
h
己
－
－
－
・
・
、
ぎ
・
ヤ
憾
，
・
．
h
、

第
二
十
条
∴
事
業
団
の
職
員
は
、
～
■
理
事
長
が
氏
命
ず
θ
為
。
，
∴
．
㌧
∵
・
！
民
．
㌔
．
、
飢
・
．
∴
．
，
一

　
（
役
員
等
の
公
務
員
た
る
性
質
）

第
二
十
・
一
、
条
・
役
員
う
ど
顧
問
及
び
職
員
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）

．
そ
の
他
の
罰
則
の
卑
語
つ
桧
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
．



す
。
、

　
　
　
第
三
章
、
業
務
．
D
’
・
．
　
．
・
，
．
・
一
・
～
、
　
の
、
．
　
●
・
2
ン
．
～
．
き
国

　
（
業
務
．
の
範
囲
）
．

第
二
十
二
条
　
事
業
母
は
、
第
晶
晶
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
な
う
。

　
一
．
㎡
八
工
衛
星
及
び
人
工
衝
星
打
上
げ
用
ロ
ケ
ッ
ト
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
三
十
九

　
　
条
第
．
一
項
に
澄
い
て
「
人
工
衛
星
等
」
と
い
う
。
）
の
開
発
並
び
に
こ
れ
に
必
要
　
　
㍗

　
　
な
捻
設
及
び
談
備
の
開
発
．
　
　
・
．
’
，
’
　
　
　
　
　
　
　
引

　
二
　
そ
0
開
晃
に
係
る
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
追
跡
並
び
に
こ
れ
ら
に
必
要
な

　
．
，
方
法
、
施
設
及
び
設
備
の
開
発
　
　
・
ン
ン
忌
．
い
　
　
．
覧
・
．
．
播
訊
∵
．
，
雪
ウ
馬
．
：
で

　
一
『
二
一
号
の
開
発
並
●
び
に
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
追
跡
並
び
に
こ
れ
ら
に
必

　
　
要
，
な
方
法
、
施
設
及
，
び
設
備
の
開
発
で
、
委
託
に
応
じ
て
行
な
う
も
の
．

　
四
，
前
三
号
に
掲
げ
る
業
務
．
に
附
帯
山
ず
を
業
務
・
園
．
，
　
∵
　

・
、
．
　
　
　
；

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
●
　
．
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

∴
五
．
一
前
∴
各
号
に
掲
げ
る
庵
の
の
’
ほ
か
一
、
第
一
h
条
φ
自
的
を
達
成
す
る
た
め
必
レ
要
∵
な
一
業
瀞

　
　
務
“

2
　
　
事
業
団
は
馬
次
の
業
務
を
行
な
う
場
合
に
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
定
め
・

・
る
基
準
に
従
わ
レ
な
け
れ
ば
な
ら
－
な
い
。
’
！
，
．
．
〆
－
、
●

．
ご
　
前
項
第
二
号
の
人
工
衛
星
等
の
打
上
げ

　
二
　
　
前
項
，
第
三
口
万
に
掲
げ
る
業
務

5
　
ご
事
業
団
は
、
第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
業
務
を
行
な
思
う
ど
す
る
と
き
は
、
主
務

　
大
臣
め
認
．
可
を
．
受
け
な
け
れ
・
ば
な
’
．
ち
・
な
い
。
　
●
二
曾
●
～
㌃
　
u
・
＼
：
　
’
G
い
、
」
，

4
・
　
事
業
団
は
、
第
一
項
．
の
業
馬
務
・
を
．
行
な
う
ほ
■
か
へ
詣
尊
意
大
…
臣
鰍
ρ
認
苛
を
・
受
わ
け
て
定
．
め
∴

　
る
基
準
に
従
つ
ズ
い
■
そ
の
設
置
す
る
開
発
の
た
め
の
含
量
及
び
設
備
を
宇
宙
の
開
発

　
を
行
な
弘
つ
者
の
●
利
用
ト
に
供
す
る
一
ζ
と
‘
＾
が
で
－
き
る
。

㌔
棄
務
の
委
託
）
’
等
し
／
耐
∴
帆
・
島
回
槍
薩
急
～
■
，
誉
濤
∴
「
ご
～

一15一



第
二
＋
三
条
事
業
研
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
そ
の

　
業
勝
σ
一
一
部
を
委
託
す
る
こ
と
が
・
で
き
■
る
。
　
－

　
（
業
務
運
営
・
の
、
基
準
Y
　
：
　
　
　
、
　
　
∵
∴
　
　
　
　
　
　
曜
「
一
。
、
・
－
．
’
」
一
」

第
二
＋
四
条
事
業
団
の
髭
勝
は
、
宇
．
宙
開
発
委
議
会
め
議
釈
を
経
て
雷
門
総
理
大
臣
．

が
走
め
る
宇
宙
開
発
に
関
す
る
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

，
W
。
　
’
、
’
バ
～
ゴ

　
　
・
第
阿
章
瀞
財
務
友
び
，
会
計
－
．
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
（
事
業
年
度
当
㌃
．
．
一
，
・
；
．
キ
・
・
●

第
二
＋
五
．
条
蜜
講
暴
業
単
味
舞
四
旦
’
日
に
詳
言
、
葦
三
月
三
＋

・．

齠
冾
ﾉ
終
わ
・
る
。
一
　
．
．
．
㌦
，
一
h
．
・
∵
・
　
．
　
∴
，
∴
　
．
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
叉
困
蟹
一
．
」
’
－
∵
し

　
（
事
業
計
画
等
の
認
可
）
．

第
二
十
六
条
　
　
　
　
　
　
毎
事
叢
年
度
、
∴
事
業
計
画
、

事
業
．
団
は
．
、
蚤

　
　
　
●

　
　
　
■

垂
雪
汲
が
蹟
途
計
緬
羊
戒

●●

．
し
、
当
該
事
葦
度
の
開
始
前
に
、
主
務
大
軍
Q
認
可
を
受
け
な
け
れ
遼
竃
森
b

　
ご
れ
を
変
更
し
ょ
う
と
す
る
ど
き
も
（
同
様
と
す
る
。
－

　
（
拠
算
）
■
一
　
，
∴
∴
・
．
∴
〆
．
～
、
．
↑
　
’
　
㌧
　
∴
一
∵
・
．
・

筑
二
壱
質
素
三
管
は
、
置
注
藁
隼
詰
め
決
算
を
翌
年
度
の
直
向
三
無
凋
ま
で
に

箔
紙
し
な
げ
れ
民
な
転
起
い
・

　
（
財
務
諸
表
）

第
二
十
入
営
、
．
事
業
団
は
い
毎
事
業
年
度
、
財
産
目
録
か
貸
－
借
対
照
表
及
、
び
損
益
－
計
算

害
疎
勝
て
の
条
及
び
集
．
罫
．
牟
冨
浮
礁
」
乏
い
う
ゆ
）
を
咋
械
．
玄
映

、
質
完
結
後
一
．
月
以
内
に
華
墨
大
臣
に
提
出
し
、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
殺
訟
疹
な

臥，

諡
ﾆ
依
、
軍
籍
の
規
定
に
よ
り
財
藷
表
を
霧
大
臣
に
提
出
す
る
と
き
は
、

ご
謬
当
転
漕
誓
書
．
馨
嚢
奪
予
算
の
区
分
に
従
い
作
成
髪
尊
報

一14一5一



、

　
告
書
を
添
え
、
並
び
に
財
務
諸
表
及
び
決
算
報
告
書
に
関
す
る
監
事
の
意
見
を
つ
け
．

　
な
け
れ
’
ぱ
●
な
ら
な
い
。
「

　
（
書
類
の
送
付
）

第
二
十
九
条
■
’
事
業
団
は
、
：
第
二
十
六
■
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
認
可
又
は

　
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
可
又
は
承
認
に
係
る
事
業
計
画
馬
予
算
及
び
資
金

－
∵
計
画
に
関
す
る
書
類
又
は
財
務
諸
表
を
、
ノ
事
業
団
に
出
資
し
た
者
の
う
ち
政
府
以
外
－

　
の
も
め
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
利
益
及
び
損
尖
の
処
理
〉

第
三
十
条
　
　
事
業
団
．
は
、
毎
事
業
年
度
、
損
益
計
算
に
追
い
て
利
益
を
生
．
じ
た
・
と
・
ぎ
．
ば
、

　
前
事
業
年
度
か
ら
繰
り
越
し
た
損
失
を
う
め
、
な
澄
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
残

　
余
の
額
は
、
・
積
立
・
金
と
し
て
整
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
・
な
い
。

2
，
．
事
業
団
は
∵
毎
事
業
年
度
∵
損
益
計
算
に
お
・
い
て
損
失
を
生
じ
た
と
き
は
．
（
前
項

’
●

●

←罰

、

0

4

　
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
・
　
　
　
　
　
　
●

ン
の
規
定
に
よ
6
積
立
金
を
百
出
し
て
整
理
し
鳶
な
誇
不
足
呑
あ
る
と
き
は
、
そ
の
不

　
足
雲
脚
、
繰
越
欠
損
金
と
し
て
整
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
粘
望
．
プ
聾
：

　
（
短
期
借
入
．
金
）
　
∵
．
ご
－
・
！
．
喩
☆
，
．

第
三
十
■
一
条
．
．
事
業
団
は
困
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、
短
期
借
入
金
を
す
る

寮
こ
と
が
で
き
る
9
／
。
・
，
・
，
，
－
．
∵
一
．
　
一
　
　
　
．
　
・
馬
、
「
・
∴

．
●
2
　
前
項
の
規
、
定
に
，
よ
　
る
短
期
借
入
金
は
、
当
該
事
業
年
度
内
に
償
還
し
な
け
．
れ
ば
な

　
ら
な
い
。
た
だ
し
李
資
金
の
不
足
の
た
め
償
還
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
．
は
、
そ

　
の
償
還
す
る
ご
冒
と
が
で
ぎ
な
い
金
額
に
限
・
り
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
、

　
こ
れ
を
借
り
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

5
　
前
項
た
だ
し
書
め
規
定
に
よ
㌧
グ
借
り
換
え
・
た
短
期
借
入
金
は
、
　
一
年
以
内
に
償
還

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
．
（
余
裕
金
の
運
用
）
・
’
　
　
　
　
－
匿
、
・
・
で
㌧
．
一
，
●
．
．
二
．
∴
7
．
．
．
。
∵
ヨ
，
O
．
蔦
．
，
．

↑
7
7

詳



第
三
十
二
条
’
・
．
事
業
団
は
、
次
の
方
法
に
よ
る
．
場
合
を
除
く
ほ
か
、
業
務
上
の
余
裕
金

　
を
運
用
．
し
て
は
な
与
な
い
。

　
一
　
国
貨
恐
の
三
内
闘
漏
壷
丸
臣
の
指
定
す
る
有
価
証
券
の
取
得

二
三
彷
み
預
金
詮
郵
便
貯
金

　
三
，
信
託
業
務
を
営
む
銀
行
又
は
信
託
会
社
へ
の
金
銭
信
託
・
．
　
　
　
・
　
・
曼
／
瓢

（
財
産
の
処
分
辱
の
制
限
）
t
．
，
一
・
　
　
・
，
　
　
．
．
　
，
　
～
ジ
創

第
三
＋
三
条
妻
岡
は
、
主
務
器
量
で
定
め
る
重
要
な
財
産
を
貸
し
付
嫉
、
譲
渡
k
司

　
交
換
し
、
マ
ハ
は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
・
∴
ぞ
・
．
減
．
，
－
・
・
．
’
ご
美
　
　
ジ
皐
⊇

　
　
　
の

璽（

距
^
及
び
退
職
手
当
の
支
給
の
基
準
）

第
三
十
．
四
条
　
．
事
業
団
に
て
．
そ
の
役
㎡
貝
．
及
び
職
・
員
に
対
す
る
給
与
及
び
退
職
手
当
の
支

　
給
の
基
準
を
定
め
よ
う
と
す
る
し
ど
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
の
・
承
認
を
受
け
・
な
け
れ
・
ぱ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

，
な
ら
な
い
。
し
，
れ
を
変
更
し
む
ケ
ど
・
す
る
ど
、
ぎ
．
も
、
！
町
様
ど
す
る
ゆ
－
，
～
，
∴
．
℃
三
9

　
パ
主
務
省
令
．
へ
の
委
任
）

第
三
弔
五
爵
．
こ
の
法
律
に
規
定
す
．
み
．
も
．
の
の
ほ
が
、
・
・
事
業
団
の
財
務
及
喬
会
計
に
開

．
レ
必
要
な
事
項
は
、
主
務
省
胤
で
定
み
る
。
．
　
．
．
乞
　
　
．
，
∵
ぺ
・
、
癖
疑
．
」

　
　
　
第
五
章
監
督

　
藍
督
）
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卜

第
三
＋
六
条
，
事
蕎
は
、
、
霧
大
臣
が
監
督
す
る
．
　
　
　
　
　
イ

2
　
主
務
大
臣
は
、
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
ぬ
必
要
が
あ
る
ど
認
め
る
と
ぎ
は
さ
事

　
業
団
に
射
レ
で
ハ
そ
の
漿
務
に
関
レ
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

，
（
報
皆
σ
徽
取
及
び
立
入
検
査
〔
）
∬
．
∴
．
瞬
、
！
・
．
’
・
，
・
’
．
・
．
－
・
　
　
‘
・
．
，
…
　
　
，
γ
∵

第
三
七
廿
条
ゴ
主
扮
大
臣
ば
ギ
一
こ
の
法
律
を
施
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
b
る
と
認
め
る
と

　
ざ
は
・
・
事
．
難
．
阿
に
ぜ
し
そ
σ
業
務
に
関
し
報
告
を
ざ
せ
、
∴
又
は
そ
の
職
員
に
事
”
業
団



し

　
の
事
務
所
そ
の
他
の
事
業
所
に
立
ち
入
り
、
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
豊
書
類
そ

ド
⑳
他
必
要
な
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
　
　
，
　
・
　
、
．
，
．
一
．
∵
い
，
・

2
h
∵
前
半
の
．
規
定
、
π
よ
ダ
川
職
員
が
立
入
検
査
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証

　
明
喜
を
携
帯
し
、
関
係
人
に
ご
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
，
．
、
べ
．
づ
：

5
　
第
一
項
の
規
定
に
毒
る
立
入
検
査
⑩
権
限
は
》
犯
罪
捜
査
め
た
め
に
認
み
り
れ
た

・
も
の
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
∬
第
六
章
　
雑
則

　
（
解
散
）
・
，

第
三
十
几
条
・
－
事
業
団
は
、
解
散
し
た
場
合
に
澄
い
て
、
そ
め
債
務
を
弁
済
し
て
な
冷

残
余
財
産
が
あ
為
と
き
は
丹
・
と
れ
を
各
出
資
者
に
対
し
、
そ
の
出
資
額
を
限
度
と
し

卍
て
分
，
配
す
る
も
．
の
。
ど
す
る
。

2
∵
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
事
業
団
の
解
散
に
つ
い
で
は
直
別
に
法
律
で
定

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
●

一20一

●
．

●

茜
め
る
端
層
㌦
u
・
－
誓
一
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煽
　
　
　
　
　
　
　
「
．
馬
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
・
．
〆

　
（
主
務
大
臣
及
び
主
務
省
令
）
－
．
㌧
　
・
∵
学
∴
」
∵
・
～
ジ
・
・
冒
し
　
．
㌔

第
三
十
．
九
条
　
こ
の
法
律
に
澄
い
て
主
務
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
郵
政
大
臣
及
び

　
入
園
衛
星
等
の
開
発
忙
係
る
事
項
を
導
管
・
す
み
大
・
距
で
政
令
で
定
φ
る
竜
・
の
と
す
る
。

2
：
こ
の
法
律
峰
お
矯
て
主
務
省
令
は
、
主
．
務
大
臣
め
・
発
す
る
命
令
と
す
る
。
・

　
（
科
学
技
術
庁
長
官
堺
の
，
委
任
）
幽
　
．
－
　
●
・
●
∴
　
■
．
一
、
・

第
伽
十
操
．
内
閻
総
評
琿
・
大
厚
は
隔
次
の
権
h
限
を
旧
科
学
技
術
庁
長
官
に
委
…
住
』
す
る
一
セ
’
之
・
が

濡
婁
で
き
る
。
、
一
∵
涯
翫
∴
．
三
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
／
…

’
轟
∴
第
三
面
識
二
項
薄
第
四
条
第
三
項
、
第
二
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
囮
項
ま
で
、

　
’
第
二
十
三
条
、
●
第
二
十
★
条
ハ
∵
第
三
十
、
一
．
条
第
”
7
項
若
し
く
は
7
第
L
一
項
た
だ
し
書

　
．
又
は
第
三
十
三
条
の
規
い
定
た
よ
る
認
・
飼
う
．
∴
●
．

　
二
　
第
十
六
条
た
だ
し
書
、
第
二
十
八
条
第
一
十
二
は
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
る



ノ

　
㌃
承
認
　
　
…
　
、
．
．
　
　
曳
．
’
園
●
㌃
　
・
　
　
　
●
．
f
遣
包
●

三
第
三
＋
」
一
条
堕
．
万
の
規
定
4
”
鳶
詣
定

四
　
第
三
＋
七
条
第
＝
墳
の
規
定
還
る
転
嘘
、
の
磯
ゑ
が
壕
肇
．
ゴ

　
（
大
蔵
大
臣
と
の
協
議
）

第
四
＋
一
条
内
閣
総
理
大
臣
（
前
条
の
親
和
に
よ
り
委
任
さ
奏
場
合
に
は
、
科
学

技
術
下
書
。
第
四
＋
三
嘆
遍
満
∵
髪
澗
鴬
コ
）
三
筆
場
合
に
は
∵
泌

ら
か
じ
ゅ
、
沃
婆
距
迦
脇
議
し
選
れ
ば
な
ら
な
い
・
。

一
露
二
＋
四
条
ψ
蕃
添
弾
画
．
を
定
言
・
う
と
す
を
き
。
デ
　
ご

二
塁
三
道
窒
∴
績
蚤
華
項
無
業
の
規
琵
疹
認
凄
ル
琢
と

」
　
す
み
乏
噂
∵
●
．
・
・
：
－
ど

三
．
第
三
唖
二
条
堕
号
の
規
琵
よ
る
指
定
を
し
ょ
う
と
す
る
．
と
き
．

　
●
四
　
第
三
十
四
条
の
規
定
に
ポ
る
承
認
を
し
ょ
う
と
す
る
と
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
．
　
　
　
　
　
，
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
、
、
‘
　
　
●

2
－
主
務
大
臣
は
t
次
の
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
大
蔵
大
臣
に
協
議
し
な
け
れ
ば

　
な
み
な
い
喝

　
一
、
第
四
条
第
三
項
♪
第
二
＋
二
条
第
」
嶺
第
二
．
千
若
レ
く
は
∵
第
撫
項
、
第
二
＋
六

　
　
三
又
は
第
三
＋
三
条
の
志
摩
に
乱
ゐ
・
認
可
を
し
ょ
う
と
す
為
選
や
．
・
・

二
．
第
二
＋
八
条
玉
垣
の
　
親
定
に
意
承
認
を
し
，
よ
う
と
す
る
と
港
∵

三
∴
第
三
＋
三
条
又
は
笙
一
平
五
条
の
規
定
κ
よ
玉
露
令
堂
あ
一
よ
う
と
す
る

　
　
●
と
き
。
　
、
　
　
　
　
　
い
　
　
　
－
髄
　
　
●
　
・
　
　
　
　
　
■
　
～
レ
・

　
　
　
∴
第
，
毛
章
～
罰
則
　
一
．
舳
．
　
　
．
ノ
　
・
、
　
　
ド
一
　
∴
∵
・
　
ゴ
ゴ
∵
憶
・
：
…
e
．
｛
、
、
、

　
（
罰
副
）
ヅ

第
四
十
二
条
　
冒
第
三
齢
十
七
条
第
－
一
項
．
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の

墾
．
を
し
、
、
文
場
二
項
め
硯
養
、
よ
、
る
検
査
を
矩
み
、
妨
げ
、
若
し
く
・
・
慧
謎
ル
匝

　
運
命
に
臓
、
妄
の
違
反
行
為
を
し
た
事
業
団
の
役
．
貝
又
は
職
員
は
、
三
万
円
以
下
の

』一22』
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罰
金
に
処
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
・
．
．
「
　
－
　
二
　
，
「
い
．
∴
！

第
四
十
三
条
　
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
場
合
に
一
は
∵
そ
の
違
反
行
為
を
一
↓
り
た
’
事
業

　
団
の
役
’
員
は
、
、
三
万
円
以
下
の
過
料
た
処
す
る
。
噛
・
．
∵
∴
㌦
～
“
，
：
　
　
ぐ
〉
亭
．
・
ご
ぐ

・
』
氏
．
　
ヒ
の
法
律
に
よ
り
内
閣
総
理
大
臣
又
は
主
務
大
臣
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な

　
‘
け
れ
ば
な
ら
．
な
・
い
・
場
合
に
澄
い
て
、
そ
の
認
可
又
は
承
認
を
受
け
な
か
っ
た
と
き
。

　
二
　
∴
第
七
条
章
一
項
の
政
令
の
規
定
に
違
反
し
て
登
記
す
る
こ
と
を
・
怠
っ
た
と
港
。

　
三
　
第
二
審
・
二
条
第
二
、
∵
項
及
び
第
四
項
の
業
務
以
外
の
業
務
・
を
行
な
づ
，
た
と
き
ゆ
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

●
四
　
●
第
三
・
十
ム
7
条
め
規
定
に
違
反
し
て
業
務
上
．
の
余
裕
金
を
運
角
・
し
た
と
き
。

　
五
・
．
第
三
午
六
条
第
三
項
の
規
定
に
ま
匹
る
主
務
大
臣
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。
　
、

第
四
†
四
条
鷺
、
第
八
条
の
規
定
に
違
友
じ
た
者
は
、
！
7
万
再
以
・
下
め
過
料
に
処
す
げ
る
コ

　
∵
・
．
．
㌧
い
附
㍉
則

　
（
施
行
期
日
）
昂
　
む
．
一
∴
．
、
◎
．
～
欲
∵
　
．
ρ
・
旧
記
一
デ
∵
■
ぺ
∵
∵
画
・
，

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
●
　
　
　
、
　
　
　
、
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●
　
　
　
　
　
　
’
　
　
●

第
．
一
条
，
こ
の
法
律
．
は
宝
公
－
布
み
コ
日
か
ら
「
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
鮒
則
第
八
条
か
　
疹
第
∴
，

　
＋
八
条
ま
で
の
5
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
こ
え
な
い
範
囲
内
に
お

　
い
て
政
令
㌧
で
定
．
み
る
日
か
．
ら
施
行
す
る
。
ザ
　
　
　
　
・
　
・
二
．
一
。
《
，
」
昏
・

．
（
事
業
団
㊨
設
立
）
　
－
　
・
．
一
　
，
　
〆
ぐ
．
：
　
・
、
　
．
　
∴
ジ
　
雫
∴
’

第
二
条
　
内
閣
総
理
大
臣
は
、
第
十
二
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
例
に
よ
り
、
事
業
団

　
の
理
事
長
．
又
ぽ
．
監
．
事
と
を
る
べ
ぎ
，
者
を
指
名
す
る
。

2
　
前
項
の
規
定
に
よ
　
サ
指
．
各
さ
れ
，
た
理
事
長
又
は
監
事
と
な
み
べ
き
者
は
、
事
葉
一
団
回

　
の
成
立
の
時
に
漆
・
い
．
て
、
．
こ
の
法
律
の
規
矩
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
理
事
長
又
は
監
事

　，

ﾉ
任
命
さ
れ
．
た
h
も
の
ど
す
る
。
：
　
∵
．
・
　
　
一
，
一
　
・
肯
，
一
㌶
～

5
、
、
吋
，
闘
総
理
大
臣
は
飛
．
設
立
委
員
を
命
じ
て
、
事
業
団
の
設
立
に
関
す
る
事
務
を
処

　
理
ざ
せ
る
ゆ
，
　
・
㌧
P
∵
’
　
荘
．
一
、
．
、
誌
．
・
．
．
：
．
．
．
㍉
’
　
“
．
．
　
　
一
，
一
．
・
訴
．
’

4
・
歌
立
委
員
は
、
政
府
以
外
の
者
に
対
し
、
事
業
団
に
対
す
る
出
資
を
募
集
し
な
け

卜



痴
ば
な
ら
な
い
σ
∴
、
　
　
－
㌦
：
　
．
だ
　
∴
－
∴
∴
　
・
≧
ぜ
㌔

5
“
設
立
委
・
員
は
、
前
項
の
募
集
が
終
わ
っ
た
と
き
は
、
主
務
大
臣
に
対
し
、
設
立
の

・
・
認
可
を
申
請
し
な
妙
れ
ば
な
ら
な
い
．
。
　
　
‘
　
　
・
・
覧
　
山
デ
・
．
∵
∵
　
諮
、
∵
∴
誌

6
　
埋
立
委
員
は
・
．
前
項
の
認
可
を
受
け
た
と
き
は
、
政
府
及
び
出
資
の
募
集
に
応
じ

た
政
舟
以
外
の
者
に
懇
、
出
資
金
ゐ
払
込
み
を
求
め
書
池
ば
な
ち
な
い
。
．
・
c

7
　
設
立
委
具
は
、
出
資
金
の
払
込
み
が
．
あ
っ
た
瓦
日
に
お
い
．
て
隔
そ
の
、
事
務
逢
携
一
項

　
の
規
定
に
、
畿
り
指
．
名
さ
れ
た
理
事
長
，
と
な
る
べ
き
者
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

辱
い
。
．
．
　
・
　
．
　
．
。
．
，
．
，
　
・
　
　
　
、
∴
評
㍗
ド
　
塾
u
∵
’
　
●
．
』
∵
一
、
　
・
　
㍉
み
轟

8
　
第
」
負
φ
規
定
に
よ
り
指
名
さ
れ
た
理
事
長
と
な
る
べ
き
者
は
、
前
項
の
事
務
の

　
引
継
．
ざ
、
を
受
ゆ
．
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
設
立
の

　
登
記
を
ヲ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
熔
・
。
∴
，

9
　
．
聖
業
団
は
、
・
前
項
の
規
定
に
．
よ
る
設
立
の
登
記
を
す
る
．
て
と
に
．
よ
つ
・
て
・
成
立
す
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
〈
権
利
義
務
の
承
継
等
）
覧

第
三
条
．
事
業
団
の
成
立
の
際
、
現
に
国
が
有
す
る
権
利
及
び
義
務
の
う
ち
、
．
科
学
技
ゆ

・
術
庁
設
置
法
（
昭
和
三
三
．
年
法
律
第
四
＋
九
号
）
第
二
＋
条
の
い
藁
一
項
の
規
定

．
．
に
よ
る
科
学
技
術
庁
宇
宙
．
開
発
推
進
θ
本
部
・
の
所
掌
事
務
及
び
蔀
敏
省
●
設
罹
弦
ξ
（
侶
■
和

　
一
．
一
．
十
三
年
法
律
第
二
百
四
十
四
号
）
第
十
七
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
郵
政
省
電
波
研

　
究
所
’
の
所
掌
事
務
，
（
電
離
層
の
翫
測
φ
た
め
の
人
工
衛
星
の
開
発
に
係
る
も
の
に
険

　
る
。
〉
に
黙
す
る
も
の
で
政
令
で
定
あ
る
も
の
は
、
事
葉
面
の
械
立
の
鋳
泥
か
い
て
、

　
事
業
団
が
承
継
す
る
。

，
2
　
前
，
項
の
規
誇
疋
、
に
．
よ
り
事
業
団
が
国
口
の
有
す
・
る
権
利
及
・
が
義
務
を
承
継
し
た
と
き
は
、

　
．
、
ぞ
σ
承
継
σ
際
、
そ
の
承
継
さ
れ
る
権
利
に
係
る
土
地
、
建
物
、
物
品
そ
0
他
の
財

露
霜
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
価
額
の
合
計
麺
に
相
当
黛
る
蚕
砂
は
、
直
雇
か
ゐ
陣
僕

　
団
に
対
し
出
、
資
ざ
れ
た
も
の
と
す
る
も
、
、
㌦
λ
，
，
∴
㍉
．
昌
｝
∵
∵
・
曇
∴
あ

一26一一27一



5
　
前
項
．
の
規
定
に
よ
り
政
府
か
‘
ら
出
資
が
あ
っ
た
も
の
と
さ
れ
る
町
項
の
財
産
の
価

程
、
妻
団
の
成
立
㊧
日
現
在
に
参
る
時
価
を
基
準
と
し
響
蓼
象
評
価
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
七
た
国
領
と
す
る
沖
．
．
“
．
・
　
　
　
　
穿
　
　
デ
割
∵
　
て
朝
．

4
　
．
前
項
の
評
価
委
員
そ
の
「
他
評
価
に
．
関
し
必
要
な
事
項
は
、
・
政
令
で
定
め
到
る
。

5
　
第
一
，
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
団
が
国
の
有
す
る
権
利
を
承
継
し
た
場
合
に
は
、
当

　
該
承
継
に
伴
う
登
記
若
し
く
は
登
録
又
は
当
該
承
継
に
係
る
不
働
禮
φ
取
得
に
つ
い

　
・
・
て
は
、
登
録
免
許
税
又
は
不
動
産
取
得
税
を
課
遠
な
い
p

　
（
経
過
規
定
）

．
第
四
条
事
業
団
が
曜
和
四
＋
五
年
三
月
三
＋
百
ま
で
に
、
第
四
馬
面
五
項
の
規
定
．

　
に
よ
叢
府
か
ら
の
岩
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
蓄
尊
墨
聖
蓋
謹
馳

　
等
に
係
る
登
記
に
つ
い
て
ば
、
登
録
免
許
税
逢
課
さ
な
．
加
。
・
．
∵
バ
・
腎

第
五
条
三
ご
．
の
法
律
吟
西
行
の
際
、
現
に
宇
宙
開
発
事
業
団
ど
い
う
名
称
を
使
用
し
て

●

9

●

●

，

、
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●
　
　
　
　
　
　
　
・
　
●

い
る
者
に
つ
い
て
は
・
鳥
海
画
定
は
・
こ
の
法
律
の
施
行
後
六
月
間
は
・
適
用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
げ
へ
．
。
、
，
臼
、
　
ぐ
　
等

　
し
な
い
。

笙
ハ
忌
事
藷
愈
毅
婁
年
度
は
・
笛
二
＋
五
条
の
規
定
に
か
か
葛
キ
そ

σ
豊
の
玄
海
軋
・
野
西
＋
葦
三
月
三
＋
百
に
終
わ
る
も
の
毒
る
・

一
座
．
婁
齢
鍵
診
美
髪
σ
箋
誌
面
・
蚕
及
び
資
金
計
画
に
つ
い
て

　
は
・
．
－
第
二
十
大
条
中
，
「
当
該
事
業
年
度
⑳
開
姶
前
に
」
ど
あ
る
0
は
．
，
「
事
業
団
の

　
成
立
後
遅
滞
な
く
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

．
（
関
係
法
律
め
一
部
改
，
正
）
．
．
．
〔
一
r
．
，
　
．
・
」
蕪
∵

策
条
．
〉
黒
髭
愈
和
早
学
籍
三
↑
三
・
写
）
．
の
一
懇
次
の
よ
う
に
改
正

　
　
　
　
　
　
　
ド
告
・
写
P
；
　
　
・
・
㌦
．
ジ
藩
ぎ
，
．
．
　
　
．
3
｝
一
渉
準
∵
∴
∴
航
”
“
∵
☆
c

　
す
る
。

　
　
別
表
第
一
第
一
号
の
表
中
医
療
金
融
公
庫
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
宇
宙
開
発
箋
団
蓄
上
卿
剰
囲
副
認
訓
紹
四
割
径
窮
　
ン
蓼
・
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第
九
条
．
．
先
税
海
（
昭
和
四
，
＋
膏
血
鍛
三
塁
号
）
・
。
⑳
罵
襲
．
拠
哨
の
よ
う
畿
正

す
勢
㌦
．
　
　
．
，
．
∴
島
隠
炉
、
ち
．
砿
．
∴
一
∴
て
隅
∴
・
、
．
．

　
　
別
表
第
二
第
一
号
の
寒
中
ア
ジ
．
ア
経
済
研
究
所
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

第
十
条
　
地
方
税
法
。
八
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

・
に
改
正
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
．
　
、
，
、
．
．
　
，
　
．
，
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
［

＾
響
”
＋
二
条
の
秦
蚕
堂
号
野
臥
動
力
煩
驚
濫
発
箋
団
L
を
欄

　
－
・
．
h
動
力
炉
●
核
燃
料
瞬
発
事
業
団
瓦
．
事
態
訂
開
発
事
裳
鴎
」
．
に
改
め
ざ
6
．
ぐ

　　

M
＋
三
条
詠
第
，
這
に
次
の
「
量
磐
ん
乳
べ
・
労
・
－

，
、
．
，
二
±
．
｛
．
．
瓠
富
臨
弛
解
団
挙
宙
開
発
墨
譜
へ
曜
和
匹
ヂ
．
叫
年
三
第
、

　
　
　
、
．
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
規
定
す
る
業
務
の

　
，
．
、
臥
、
吟
明
す
寄
寄
．
動
産
で
，
臨
　
A
研
で
定
め
・
る
も
の
　
．
，
　
宇
．
官
∫
．
’
．
．
．
d
．
，
、
　
錬
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
・
　
　
●
・

　
，
第
三
百
四
十
九
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

　
雑
就
室
雷
開
発
事
熱
阿
が
所
存
レ
駆
が
チ
・
直
接
宇
肝
開
発
図
葉
貯
法
筑
二
十
「
一
塊

　
　
，
第
一
．
頂
第
一
・
号
が
射
簿
三
号
ま
で
に
赫
帯
す
み
菊
務
の
吊
に
供
す
る
家
屋
及
び
償

　
　
却
資
産
で
政
令
で
定
め
惹
も
の
に
対
し
で
課
ナ
み
固
定
認
産
税
の
課
税
標
準
は
、

　
　
前
二
条
の
規
、
定
に
が
か
わ
ら
ず
、
当
誠
国
定
資
産
に
対
し
て
新
た
に
固
定
資
産
税

　
　
が
課
ざ
測
る
ピ
と
ど
鞍
う
た
年
度
か
ら
五
年
度
弥
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、

　
　
当
該
固
定
資
塵
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
と
－
断
る
べ
き
価
格
の
三
分
の
一

　
，
σ
齪
一
ど
レ
・
そ
㊨
後
f
年
度
分
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
当
該
固
定
資
産
に
．

　
　
係
る
甘
［
定
，
資
産
税
の
課
税
榛
準
と
な
る
短
き
価
格
の
ゴ
一
彊
の
二
の
粗
ど
す
る
。
、
．
．

第
む
射
叢
管
理
庁
設
置
法
（
昭
和
一
壬
二
年
葎
筆
＋
七
号
）
の
一
部
を
次

り
埠
副
よ
が
匿
ポ
f
デ
お
．
血
　
、
　
　
．
　
．
卜
　
量
嶺
卜
．
h
．
／
．
，
ー
ゼ
，
．
．
・
凸
ど
．

、
鋤
峯
箭
ゼ
卜
者
中
易
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
団
」
の
下
に
「
・
宇
宙
開
発

一ろ↑一一



　
事
業
団
」
を
加
え
、
る
。

第
十
二
、
条
　
建
設
省
設
置
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

」
う
に
改
正
ず
る
q
　
　
　
一
．
■
　
．
．
．
　
．
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳶
。
詩
∵
．

　
　
筑
三
条
第
二
＋
蕉
♂
，
離
離
「
動
が
炉
●
咳
畔
引
開
発
妻
団
・
」
σ
下
に
亭
「
、
宇

暗
開
発
蜜
業
団
」
嘉
え
．
秘
．
．
、
　
、
．
、
・
．
．
∵
．
．
．
・
．
．
，
・

第
＋
三
条
郵
政
省
隆
誇
、
計
を
次
？
う
に
改
正
す
る
。
．
，
．
∵
“
写
C
・

　
　
第
十
条
の
二
第
一
項
第
十
六
号
の
次
に
次
の
’
．
一
号
を
加
え
る
。

　
　
土
ハ
の
・
二
皆
既
前
回
峯
団
に
撃
、
慰
ど
・
　
h
ぺ
　
穿
．
養
素
，

第
＋
四
条
、
．
科
学
蕃
．
青
墨
狂
、
一
へ
都
を
夷
ら
の
乱
ゲ
に
改
正
風
翫
．
宿
．
、
、
糞
身

　
．
第
煽
築
の
二
箕
夙
忠
・
．
葦
葺
撃
拉
無
㌔
塗
ボ
及
び
番
開
発
糞

，
毒
㌧
を
悉
曇
里
防
災
科
学
技
術
転
一
覧
ど
媒
改
”
繊
、
州
．
同
条
に
次
・
2
号
を

　
加
え
乙
・
！
一
哩
漉
．
鋤
’
．
．
．
、
怨
う
．
，
ゴ
痛
，
．
拠
汽
「
，
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
．
ノ
　
　
●

一5

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
七
　
　
宇
宙
開
発
事
，
業
団
に
関
す
る
こ
．
と
ゆ
芝
：
　
　
．
．
　
．
一
．
　
　
●
ご

　
　
篤
＋
六
条
屯
「
宇
宙
開
発
推
進
本
部
」
を
削
る
。
’

　
　
響
案
の
こ
及
び
第
二
＋
条
の
三
を
削
集
第
二
＋
条
の
碧
遊
婆
婬

　
ど
し
メ
，
第
・
二
十
条
の
五
・
を
第
二
．
十
条
め
三
乏
す
る
コ
。

第
＋
・
五
条
庸
放
送
法
ぺ
昭
和
一
丁
十
五
年
法
律
第
百
三
＋
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

，
改
正
ず
る
軌
　
・
㌦
∵
『
・
評
∵
艶
．
孔
、
　
ゴ
・
ご
～
・
．

　
三
九
条
の
一
「
の
次
に
次
の
、
棊
を
加
え
る
。

．
、
、
．
．
．
（
掌
宙
開
発
事
業
研
．
～
め
出
資
）
．

第
九
参
三
郎
訟
謬
、
賓
φ
業
務
を
遂
行
す
。
た
め
に
必
豪
碧
場
合
迦
懲

　
噛
．
・
．
郵
政
　
丸
首
δ
い
認
可
を
受
け
て
、
収
支
予
算
、
事
業
計
画
及
び
資
盒
計
画
で
定
め
る

　
　
と
こ
ろ
に
鞠
ダ
、
学
雷
開
発
事
業
団
に
出
　
資
す
る
ζ
と
蛮
書
。
h
・
ト
三
ピ

　
　
第
一
四
ぞ
・
入
・
条
臼
第
訟
制
項
h
第
二
、
号
中
マ
…
第
十
憲
集
；
第
こ
レ
項
」
・
を
「
「
第
洗
条
の
．
三
　
（
宇
宙

5一



　
開
発
事
業
団
へ
の
出
資
の
認
可
）
、
第
十
一
条
第
二
項
」
．
に
改
め
る
。
・
ポ
麿
．
。
・

　
　
第
五
＋
，
五
条
第
二
号
中
富
ゴ
旱
条
虫
二
項
」
を
．
二
九
条
の
三
、
．
●
第
＋
秦
第

　
二
項
L
」
に
，
改
め
・
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
射
メ

錆
十
六
条
齢
旺
本
電
信
童
話
分
社
法
（
略
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
五
十
号
）
の
．
』
部
」

　
を
次
の
よ
か
に
改
正
す
る
。
．

．
第
三
婁
塁
審
公
蟄
♀
に
ρ
「
、
、
前
二
条
の
禮
禮
か
」

を
加
え
・
同
条
を
第
三
条
の
四
画
面
、
同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　
・
（
宇
宙
臨
発
事
業
団
へ
の
・
出
資
〉
　
　
　
．
．
，
甲
レ
↑
．
．
．
．
．
一
．
　
・
　
。
　
．
鳶
ご
ジ
，

第
三
条
の
三
公
社
嬬
そ
の
渠
務
の
．
運
営
上
必
要
が
薮
る
場
合
に
は
、
郵
政
大
臣

　
　
の
認
砿
を
洋
で
＼
デ
願
意
め
ボ
ぎ
．
ろ
匿
よ
鉱
．
宇
宙
聖
楽
事
業
団
に
出
資
■

　
　
す
る
こ
ど
が
で
き
る
。

第
十
七
条
　
土
地
収
用
法
（
。
暗
和
二
。
十
六
，
年
法
律
第
二
百
十
九
男
）
の
．
一
部
を
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
」
　
　
　
　
●

．
叫
”

r－34一・

　
う
に
改
正
す
る
。

　
第
三
条
中
第
三
十
四
号
の
二
の
次
に
吹
の
一
号
を
加
え
る
。

　
　
三
＋
四
の
三
宇
宙
開
発
妻
田
が
宇
宙
開
発
事
業
団
法
（
昭
和
四
＋
四
年
法
俘

　　

@
第
’
，
号
）
第
二
＋
二
条
濃
墨
笙
．
夏
は
第
二
．
万
に
掲
げ
る
業
務
備

　
　
　
に
供
す
る
施
設

第
＋
八
条
地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
書
法
（
曜
和
三
＋
年
法
律
第
．
百
九
＋
五
号
）
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弓

　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
第
二
＋
四
条
第
．
二
項
中
「
動
力
炉
・
核
燃
料
開
発
事
業
里
の
下
に
「
＼
宇
宙
開

　
発
事
業
団
」
を
加
え
る
。



　艦
9

●

．
〆

ノ

●

●’

■

‘

も

●

●

●

　
　
　
　
　
闘
鞠
　
勧

　
　
　
　
　
ア
、
　
　
「

㌔
人
工
草
占
及
び
人
工
衛
星
打
上
げ
周
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
、
打
上
げ
及
び
追
跡
を
総
、
合

的
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
行
な
い
、
宇
宙
の
開
発
友
ぴ
、
利
率
，
の
促
進
に
寄
与
す
る
た

め
、
宇
宙
開
発
事
業
団
－
を
設
立
孔
丁
－
る
必
要
－
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
つ
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
．
　
，



一
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
．
　
、
．
，
＝
ゴ
，
，
．
つ
　
．
，
。
・
　
－

秘
　
・
　
θ
ゴ
ー
三
指
ピ
∵
一
：
…
一
一
＼
㍉
・
・
∴
・
、
・
足

　
　
　
　
宇
宙
開
発
事
業
団
法
案
要
綱

　
第
ご
轡
　
目
的
・

　
　
　
宇
宙
開
’
発
事
業
団
な
野
人
引
戸
屋
及
び
人
工
男
星
打
上
げ
用
耀
ク
ッ
・
掛
切
瀾
溌
e

　
　
打
消
げ
及
び
追
跡
を
総
合
的
、
計
画
的
か
つ
効
率
的
に
行
な
い
、
宇
宙
の
開
発
及
び

　
5
利
．
用
め
促
進
に
寄
与
す
る
’
こ
乏
を
月
惑
乱
も
ズ
設
立
噸
込
慣
．
み
も
の
と
す
る
之
乏
汐
ご

　
第
二
．
資
本
金

　
　
　
宇
宙
開
発
事
藁
団
み
以
†
「
事
業
廻
と
い
●
九
）
あ
資
本
盆
臓
器
府
汲
遂
歌

　
　
府
以
外
の
者
が
出
資
す
る
金
額
（
事
業
団
成
立
の
時
に
憶
い
て
科
学
技
術
庁
宇
宙
開

　
　
．
発
推
進
－
本
部
及
び
郵
政
省
電
波
研
究
所
・
の
粟
務
一
の
相
…
沈
亀
書
意
惚
い
偽
衛
士
切
庸
産
切

　
　
価
額
に
相
当
’
す
ろ
額
を
含
む
’
。
）
，
φ
含
蓄
嶺
’
と
み
す
み
乏
㌧
面
差
κ
h
廟
・
葉
鋼
帯
そ
切
野

川
本
金
を
塔
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

温1一



第
三
　
役
員

－
　
事
業
団
に
声
役
員
と
し
て
馬
理
事
長
．
÷
人
、
副
理
事
長
一
人
か
理
事
五
人
以
内
及

　
び
監
事
二
人
以
内
を
置
き
“
こ
れ
ら
の
ほ
’
か
非
常
勤
め
理
事
ご
人
以
内
を
置
ぐ
こ
と

　
亦
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
　
．
，
．
㌃
．
一
・

2
竃
理
事
長
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
宇
宙
開
発
委
員
会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
も
の

　
と
す
る
之
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
飴

5
　
副
理
事
長
及
び
理
事
は
，
、
．
理
事
長
が
内
閣
総
理
大
臣
の
認
可
を
受
げ
て
任
命
す
る
　
　
一

　
も
φ
回
す
、
る
　
道
と
つ
．
‘
．
’
　
，
　
：
　
一
，
：
．
　
．
．
。
’
・
㌧
・
．
・

4
∵
監
●
事
は
、
・
内
・
閣
総
理
大
臣
が
宇
宙
開
発
委
員
会
の
意
見
を
き
い
て
任
命
す
る
も
の

　
と
す
・
る
と
と
。

第
四
　
業
務
の
範
囲
　
．
‘
∵
！
．

1
　
事
業
団
は
、
第
一
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
業
務
を
行
な
う
も
の
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●

●

●

　
こ
と
。
　
h
ρ

・
ω
入
工
衛
星
及
び
人
工
衛
星
打
上
官
用
・
ケ
ッ
ト
（
以
下
「
人
工
衛
星
等
」
と
い

　
∴
つ
ゆ
）
，
の
開
発
並
び
に
こ
れ
・
に
必
，
要
な
．
施
設
及
び
設
備
～
の
開
発
．
：
～

　
㈲
　
そ
の
開
発
に
係
る
入
興
衛
星
等
の
打
上
げ
及
び
，
追
跡
並
び
淀
尽
れ
ら
の
必
要
な

　
・
．
・
．
方
法
、
施
設
及
び
設
備
の
開
発

の
．
笙
・
．
6
開
嚢
び
に
全
衛
星
等
の
打
止
笈
ぴ
追
跡
並
び
空
考
に
必
事

－
　
票
な
方
法
へ
施
設
及
び
設
備
の
開
肇
で
バ
一
委
託
に
応
じ
で
行
な
つ
．
事
9
，
．
」
．
：
㌧
　
三

∵
⇔
　
前
・
三
号
に
掲
げ
る
業
務
に
附
帯
す
る
業
務

　
㈱
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
一
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
必
要
な
業
務

2
く
事
業
団
は
、
，
第
幽
項
め
業
務
を
行
な
ヶ
、
ほ
か
嬉
主
務
大
臣
の
認
，
可
そ
愛
廿
で
足
．
め

　
る
基
準
に
従
・
つ
て
、
㍊
て
の
設
置
サ
る
開
発
の
旋
あ
．
の
施
設
及
び
設
備
「
を
軍
宙
の
開
発

嵩
を
行
・
な
う
者
の
利
用
．
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。



第
五
㍉
．
業
務
運
営
ρ
基
準
一
．
∵
い
・
・
」
　
∴
！
∵
，
一
比
㌧
二
・
∵
よ
．
二
二
’

　
車
業
団
の
業
務
味
宇
宙
開
萎
員
会
の
議
決
を
経
茜
閑
総
髪
募
完
め
ゐ

＼
宇
宙
開
発
に
閑
ナ
る
基
本
計
画
に
基
づ
い
て
行
叩
な
わ
れ
な
け
れ
倣
な
ら
な
一
い
庵
の
〆
之

　
す
る
こ
と
・
。
㌧
　
㌃
㍉
∵
・
㌧
し
ハ
　
’
　
ウ
ニ
∴
㌔
：
L
・
　
」
，
！
・
ゴ
　
帝
．
卦
∴
惑
∵

茎
ハ
財
務
及
び
会
計
☆
δ
：
，
ゾ
・
匹
，
く

1
　
事
業
団
は
ハ
毎
事
業
年
度
開
始
前
π
、
．
●
当
該
事
業
年
度
φ
事
業
計
画
、
、
予
算
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↑

　
資
金
計
画
を
作
成
し
、
主
務
大
臣
Φ
認
可
を
受
毎
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ゐ
φ
匙
ゴ
渇
　
　
一
…

　
こ
と
ρ
●

2
射
業
団
は
毒
事
葦
蓄
財
霧
鐘
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
讐
書
成

し
“
主
務
大
臣
の
承
認
を
受
け
象
れ
ば
窓
な
い
暴
走
慧
こ
と
。

第
七
　
濫
督
ゾ
宕
・
・
：

；
，
　
．
茸
、
願
・
，
・
呈
・
㌔
浩
∴
∵
／
コ
∵
垢
レ
詩
…
三
一

　
．
事
業
団
は
、
主
務
大
臣
が
監
督
す
る
も
の
と
し
、
主
務
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
．
　
　
　
　
・
　
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
　
●

　
認
め
る
と
き
は
、
事
業
団
に
対
し
て
、
そ
の
業
務
に
関
、
レ
，
監
一
筆
，
．
・
’
　
力
看
・
　
　
・
．
、

　
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

第
八
　
主
務
大
臣

　
　
こ
の
法
律
に
澄
い
て
主
務
大
臣
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、
郵
政
大
臣
及
び
人
工
衛
星

　
等
の
開
発
に
係
る
事
項
を
所
管
す
る
－
大
臣
で
政
令
で
定
め
る
も
め
と
す
る
．
こ
と
。
・
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九
　
そ
の
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科
学
技
術
庁
宇
宙
開
発
推
進
本
部
の
廃
止
及
び
郵
政
省
電
波
研
究
所
の
業
務
の
一
　
一

　
部
の
移
行
に
伴
う
権
利
義
務
の
承
継
等
の
措
置
そ
の
他
所
要
の
規
定
を
置
く
ほ
か
、

　
関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
な
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
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昭和44年度一宇宙関係引明の概算額総括表

　　　　　　　　4　4　・　2　・　7

　　　　　　　　科学技術庁
一’ i単位　午円プ

●．

●

昭和 4　4年度概算額
省　・庁 ’昭和45年度予算額 備　　　　考

／

宇宙開発関係経費※
その他の宇宙関係経費一　　　　　　※※

．合　　　　　計’・，

科学技術庁
⑭、1，874，050
@こ26曾442

働・5046；064
@5，ワ10，991．

@　　　、

・　　　　　　　　　　　　　乳炸一一一噛

@　」
㊨5，046，06述
@5，710．991

、

’文　　部　　省 ㊨　．530，00’0

@3，044，457

㊨　　59・ZOOO　1，80248、9　．、

1．21ス958 ⑲　59ZOOO
R．02Z447

通商産業省 ’　　　．1ちξ000　　　　　　　●
　．
x　　　11450bT 11へ300 　

　
　
！
’

運　　輸．省 ’22．604 101，727 ’　124，551 17

郵　　政　　省 ㊥　　49亀156
@．ス16，907

㊥’ @4a．oo白　　10ZO92
1（画57，400d　　113，076 ㊨41a。。0‘1

@2’2α168
1
！

、

建　　設　．省 4，76さ 28，55．5
一二：一一一　，

28，555 」

合　　計 噛2902186
　　「@　　　’噤@5，685，064 ㊨　574000 ㊨606寓064

1

Z354，565． Z793，011 ．1，432，761 ．　免225，772・
η

1　一一　　　　ご　※　宇宙開発関係経費は，人：±：衛星澄よび人i工衛星打上げ用ロケヅトの開発等宇宙開発委員会の所掌に属する経萱であるb

I．　　※※その地の学宙関係経蹴人嘩利用技御び翻・ケット等宇宙醗類会の所掌に属さない儲である・，，

1　　　　　　　ゴ　計数整理により金額が変動する場合がある。’

　　　　　　　　　、

I

L＿＿＿＿⊥⊥＿＿一⊥　　●一

　　　　一1・一・　．1　　・　　1　　　　．　1　　　・　　　　　　臨，

’一・0
I．・・ y＿’ 黶D∫　　　一　　　　’　ト　　　’



昭和44年度宇宙開発関像経費の概算額概要

●

・　　（単位千円）

省庁 担，当．機関 事　　　　　　　　　項　　　　　　　　　　　　’
昭和45年度予算額

昭和44年度概算額　　’

備　　　　　　　　考

研　究　調’整　局 　　　　　、F宙開発委員会経費　　　、 10，446 10，747

種子島周辺同業対策事業費、
550，000

●　の

科 ■　　　　　　　　　，
そ　　の一　他　　　　　一

15，2り7 1Z558
学、

1

小　　　　　計 25，665 578，285
技

舷空宇宙技術研究所 宇宙開発関係経費’　1 ㊨　　324250
@　662565

78Z595
術

宇宙開発推進本部 梢顯絃粛別騨（6ケ月分）　　　　　　　　　　馳 ⑪1，54Z800
@2，574，414

1，486，511
45年度予算額については、総
¥算額

庁 ’　　　、

守宙開発事業団 政府よりの補助金．　　　　　1

24ZOOO
↑

三三より6出資金 ⑫⑤04．4064
2，812，000 1

小　　　　　　．計
⑥5044064，　嵩05免000

o　　c 計，’ ㊥1，・874050
@　乾262442

⑲5，044064
@5，710，991

文
部

東京大学

F宙航空研究所
科学衛星研究経費

l・ケワ潮忌門貧

㊨　　530，000

@尉09455・

@　8’1α452

＠　　59ZOOO
@　篤00驚9タ0

@　79．2549
　　　　　1

省
　　　　　　　　　　　　　，
J計 ⑭　63砿000 ㊨　　59ZOOO

　　　　、f

　
　
噸
2
，
1
1
5
，
0
8
7
亀 1，80臭489

、

．・ニー2一一



●．

●　
　
　
心

省庁 担　当　機関 事　　　　　　項1 　　　Pｨ45雑予籔　　　：

昭和44年度概算額 備　　　　　　　考

工
業
技
術
　
院
’ 三訂研究所特別研究経畳

，1’15，000

114，500二業

､
工
省

’　　　　　　計　　∴∫ ’115，000
114，500

一気　　　象　　　庁’ 気象業務への導入のための研
?o費． 2228 ’　　　　　　　12，491

　　　　　覧
C上保安　庁　　　　’

測地業務への導入のたφの施設整備経費

5匿428 0

運
　
　
輸
　
　
省

電子航法研究所 衛星航法システムの開発経費 Z845 10，115

・　計　　　　　　　　　’ 48，5噛
P9

し　22，604

郵
　
　
政
　
　
省
　
｝

’

　　　　　　　　軍離層観測衛星の開発経費電　波　研究　所　　　　　　　、

@　　　　　　　実験用通信衛星の開発経費　　　　　　　　　　　　　　曜

㊨　　498，156

@　5921901 　’　・28，0皇2

ﾂ　　　42，000

@　　72000
，
　
　
　
　
　
計
、

㊨　　498，136

@592190
㊨　　42，000
@　10ZO92

建
1
設
省

国　土　地理　院　　畠 測地衛星観測等経費 ’，4，7．65

`

28．555●
5

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　・計㌧　　　　　一
　魎P47・6ろ 28，5・55．

1　．

　
　
合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
、
　
　
　
　
　
♂
’

画之gq：乞186　41418，001　　　ヒ

㊨5685064
@Z795，011．

’

一
5［



∂馬

●

昭和44年度宇宙関係経費（宇宙開発委員会の所掌に属さないもの）の概算額概要

（単位千円）

省庁 ・担当機関 事　　　　　　　　　項 皓和45年度予鋒額 昭和44年度概算額 備　　　　　考

東京大学

@宇宙航空研究所

465．・6・97

文，

秩@　　　’

一般ロケット観測経費

ｾ陽活動期国際観測年マケツト観測経費
�ｵよう経籍　　　　　　　　　　　　’共通経費

E国際宇宙観測共同事業経費　　　　　　　　　　　，

@　　　　　　　　　　　　　　　、
u　　　　　　　　　暫

l　i

@gzg48’

T6♀705

398，403

T12，3ウ1

P04，555

Si2829

@　　　0

　
　
　
　
　
．
計
一

一　　951，550 1．21ス958
1

工業　技術院 試験研究補助金 40，000 ト通産・

@業
､省’ 計 ・40．000

運
輸
省
．

気　　　象　　　庁

@　気象研究所

気象ロケット観測業務

C象衛星資料の利用業務

鴻Pツ｝観測による超高層大気の研究

’’　90，491

@　　575

@　6451

828・34

Q，156

@2757

’

計 1　　9Z297 101，727

電　波研　究所 宇宙連信の実験研究．　　　　一

q星管制施設

11Z717 　41’5，076
奄T7600b　　　　　o郵

政
省

、

　　　　　　　　　　　　　●計一　　　　　　　　　、

11Z7117
㊨374000　　115，076

合　　　　　　　　　　　　・計 、先186564 576，000
狽S52．761

一4「



　　

非例式旧記資材

　　　　　世界商業通宿衛星組織の恒久的

　　　　　制度に関する通信衛星暫定委員

　　　　　会（エCSC）の報告について

　　　　　　　　　　　　　　’　昭和4係　2

　　　　　　　　　　　　　　　　電気通信監理官室・

　世；界商業通信衛星組織に関する暫是：的制夏を設立す’

る避難9早め規定に基づき紹籾3年12月31

即けで晦訓解繍政府に搬された標記り報告

・欝欝て鱒瀬は’次のと崩あ，

！・恒久的制犀の目的

　　恒久的制度は公衆国際三三業務のための世界的な

2組織の活動の範圏　　．　一

　　組鞘公麺騨雑業即ためρ宇四分艘供

．禍こと四一の鱗とするこ拡ら確譲国め

れると’ど∴一旨∵’気1『∴’㌔；’眠ジ㌦’㌧ ∵∴「∵　謄ド

　、■。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　’

　　　3　組織への参那資格’

　　　　　組織への参加は工礎葺加盟国に知しで開放するこ

　　　　と。

　　　4　組織の法的地位

　　　　　繊門燈絃ぴ灘上の能力を鶴．・韓難

　　　　他国に勘て齪当細の定める必要三権免除を

　　　　享有するζζ・

　　　’と・総会においては一国一門方式を採用すること、

　　　　理事会に阿る各賑の瓢は各自の投資分担叡．

　　　　酸馴する瓢と一定の鞭投瓢の合審とする

　　　　ことぐならびに管理機関は中立の常設国際事私埼と

　　　すること。

　　　6財岬項　，…　瑠1：：
　　　　各メンバごの搬分担郷・糊醐整κよ贈

∵撒婁の実際の使隙直接醸せ輪

遍・♪・・鯵刀咽は勧に麟丁丁ゐ研究・儲熱よび1

一一一



●

　　調達に参加する三会をもつこと6

　8一宇宙都分ぺのアクセス　　　　　　　　　’

　　　すべての署名当事者には直接のアクセスを認め、

　　非加盟国に対しては署名当事者との無差別協定によ

　　る・間接的ア’クセズを認めること。

　9　発明、データく技術情報に関する政策『

　　　組識の特許政策は、参加鼠の利益と可約者の利益

　　を考慮した公平な制度を基礎とするこζ。一

！o　恒久的制度を今立する協定、．　　　　　　　／

　　　協定1は政府間協定と事業体判定の二本建とする

　　こと・有効期間は無期限とし、必要に応・じ再検討お

　　よび改正を受げるようにすること。

ノ！　当事国の権利義務

　　　鯵刀咽は一舟畑醐織の宇騨分と競合す融

　　，うな宇宙三分を設回し凹い義務を負うが、［亘際規則

　　特に士丁’Uの規則に従うごとおよび趣事会ど協議す

　　るこ．とを条件として・賜麟よぴ国内釣霰を充

　　足するための帯星を別個に設定する権利をもっことる
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{・71’
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、

σ

　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　　　　●． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　一
｢界商業通信衛星組織ρ恒久的制度に関するエ。ト8C　　l

1

め勧告騎よび提案の要約．（ゾ968年12月31日）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和4農’ノ
、　　　　　　　　　ぜ ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　電気通信監理同室　　　　　　　　　　　　　、

（注）　支持の程度は下記のとおり一元により表示する。
／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i 、

勧告．UヲUnanim。us　　・・
@　　S皿、＝　Sulb　s．七an七iξ」ユ．　】Majori七y

@　　M3巫ajori七y

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　■f

8　　　　　項　　．　　目
勧　告　鉛　よ　ぴ　提　案

語　の　定　義

@　　　　　　　　　　　　■

o　公衆電気通信業務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　邑s騨・鮪・テレツ〃ス・「プアクシミル・データ伝送・ラジわテレビ翻り中継論よ到れら

一

’目的のための賃貸回構衛星によって提発することができる固定拡ぴ働略種公衆業務。

、　　，、

　　　　　一

w　9

　　これゆ鄭は・一国際・緻又三内の薪であリラるρ　　　　　　　　　　　　　＝o　蒋殊電気麺信業務　一　　　　　　　　　．公衆臨通験務以外の難で・無撚行、宇声研鑑放送業務（たとえば蝶団（C己…ni七

● 一
’

・絃ぴ家即アンテナに対するラジわ学レビ翻の直二三）鞭星㍑ρて提供することがで

驍烽?B　　　　　　　　　　’　
　　　　　　　　　　　　1　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

、
一　これらの業務は》・国際、㌃地域又は国内の業務でiありうる6

o　国　　内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

，　曹～：

　　同齢難旧して㍉単一国の餓ゆ携所相鯛の通信！8M・）
「　電気通信桑携に三三頴、巣rr甲¢）管轄下にあ為こづφ場所相互間璽通信（8）

　　電気通信業務に関して、単一国の本土（血etrOP6ユi・七an）領域内の通信（P、

＿：L・一．

＼
「

，
1
一

　
一

　
　
－
■
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1　恒久的制度の巨標於よぴ目的

叫概一@三

目 勧告於 ｝
よ ぴ

　　　　、
島

ρ
地、㌧域：

騰儲威して鯛継歯てグループをな
，

～

　’褐ﾝ間の通信（．SM）・　　　　　　　　　’

n細離して躯プ脚国相互間の通信（ 8）

，，文化的7くは地罪的に締び付けら劉てグループをなす国相

恐縮的1
ヂ　　　、　　一

　　　　　　　　　　　1

�
O
国
細
グ
r
一
爾
野
饗
鱗
　
ヤ

建設い雑

●　 121鍛、サービスの提供

　　　　　　　　㌧　　　，’r　　　’　　＿　　1・

　　　　　（3》技術参孤1　一　　・　～　　‘

　　　　　（4》周波数、軌道ズペー兎を）有効利用

　　　，．、（与鴨瀞珊．：。、2ピ1∴デ．．、、、、

提　案

r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i，

、的と掌篇’・＿一湯、［1＼＿ジ’ s，’ M．・一

参那国ρ利益を保護する≒と聯占的事態を脚．国藤は鱒衝縣倉町可倉旨写す・鋤

単憎の?G記縞脚鮪の形式で輔騨聯発騨る・畔）・
工鷲曙陣妥当鰭彫払ったう応グ・一バル網雄適化ずる可難な勢峰星郡下ナる

〆

血鯛内ゆ弊国際轡に合致する㈱糊を可能に弧ゆ

瑚瞭能幽す駄磯回の研究開監製造託し郷う燦・｛rい
周鴻数およ罷軌道スペ向ろのような歯らμた国際資源㊧有効利南を可能にするq’，（βM）

・縫騨鱒テ卿鰍雛雪雌四則回想回る6（餌1、・

2一
ノ

！
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

一

項　　　　　　目
勧．告　繭　よ　ぴ　提・案　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

ホ

1

2組緯の活動の範囲・
凡　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱

@　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「、

ノ
〆

ω国際電気通信業務 冨

哩

（a）公衆電気通信業務　　　　　　　　　　1
、インチ砂ッ’トは第一目的として公衆国際電気鵬締のための宇臨分を商業ベースで提供するもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　画

どする。《u）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、
　ノ
ﾌ　1　　　．

　　　　　　　　　’i2｝特殊電気通信業務

@　　　　　　　　　　　　　　，
@　　　齢@　　　　　　　　　　　　ρ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、@　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　，
ﾖ技術的・緯済的見地から受け入れら払かつ、1公衆国際通信三三のための提供に支瞳のないととを条，

嘯ｵて・総は・特躍回気通牒務のために宇三分濃供すること柵められる。（m’
@　　　　　　　　　　　、

　　　　　1　　’
i
3
1
国
内
雷
気
通
信
業
務
　
　
・
’

（2）公衆国開気孔業鱗の業繊めの宇聯螺は雛の改正によつ吻可能である・働

　
　
　
亀
’
1
’
　
　
　
　
　
．

　　　　　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　［

@　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀

@　　　　　　　　　　［

@　　　　　　　　　　　　　の

p

i・Mンデゆ三鷹名当事者カミ別個旧師星を灘するの臨だち蘇会は次嘩項につ三
狽�､嘔のとレ鮪を行なうととができる6　　　　　　　、．ぺ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’c　（a）・周波数・軌道スペースの使用とインテルサットの傘図する使用≒の適合性（四丁廿の調整前～』
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項 目

3，組織への加盟資裕

4　組織の珠的形式㌻法人格蔚よぴ法律上

　　　　　　　　　　　　’㌧1
　め能力，

　（1、形　‘式　　　　・

（2朕三三磁靴の御
・　　　　　　ノ，　／・　．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ1　　　、

・5組織の樽成

（・）総会＼　：1、
　　（a）『構，　成

　　　　　’　　　　・　　　　　　ノ

　｛

！

勧　告　お　よ　び　提　案

（D　エτUの連合員だる国に加盟資格を与える。（M）　　　　　　、　　　　・○　　，　　’　　　、：

（21すべての国に加盟資格を与える。（S8）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　一：『　！　，　1　』u．’轟

（・脚点点け「シップと拓（Sm　．，，冗1菌　　’
髪劉ン墜朗朗のパートナーシップ1とする・紬．ピー一一
辮（国際艦璽政府間機晦法人格をもちくか略記函の四七纏鱗の遂秘よ組

的の達成のために必要な法律上の能力（協定を締結し、，財産を斎有し、第三者に対し権莉を行使する能力～

を享有ずや・C脚　　　

　　　　　　　1＿

　　　㌧…　　‘・∫・2　1．1㌧．，1　㌦＝．，一’・　　．∫

，（i冷当事rで三三・（M），　．一♂　∫・　　　　　ン

驚蜘纏輯認…，・・＼∴∴∵岬謄倉点灯食1岬獣．

一’

S一

・1、
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墳， 目

（φ　表　　決

勧告診よぴ騨提．案
12｝畢事今から概されるすべての事項・（搬櫛増刀今案、

　管理機関の変吏澄よび事務局長の任命に関する勧告を含む。）

旧臣凄。癌麺繍鱒鞠鎌ρ緬：骸〃票の鞭多数決ど魂
　　　　　　　　　　葛

蔵する輝L．，、
㈲1理事会へ代表を送る署名当事者の選任　●

（4，義務不履行に基ブく除名に関する決定・

㈲組織の一般礁紘ぴ計画鯛の決謙らぴに他の襯

　の活動の審査

（6γ組織の一般政策を定め、政治的な決定を行なうこと。

（7）協定の改正に衡する歯黒語よぴ承認

（8屠名当事者騨利脚ちの鞘の審査

ゆ　紛争の綿綿に轟ける即事会の擢限の決定・・

缶纈加入の承諦’1『

⑪　第2臨定の改正に関する審議齢占ぴ承認0

．（・、1代卸離し・重要顛は3分のゆ多数決、手纏

項牌純多数決に病σ

（2｝重要事項は・1代表ノ票の単純多数決と投資分担率の3

　夢の2の多数の双方による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
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やゆロロ　コ
　　　項 目

⊥．．

②理事会、

　（a）　メンバーの資格

（切子　、模

（c）構　　，成

・（d）任　　継

（e）投　票．『．．

．ω』 [数の決定．

，㈲投票権の制限

の　表1　決

　（i）実体的事項

　　　勧告澄よぴ提案’．■陶＿＿＿一←●一●御．ゆ．●＿

　　署名当事者ρ代表で構成する。（M）　　　　　　　　　♂　　　’　　　　　　1　　，’　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　理事会の能率的運営を確保するため規模を限定する。（8M）

　．τ単独または合同で∴5％以上の投資分担を有する薯名当那者は自動的にメγバーに指名されるほか・総

　会は投資分担に関係なく若干数の署名当事者を理那会メンバ「に選出できる。（M）　・　　・，
　　　ノロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　，・　　　1
　　　、　1　　　　　　覧　’

　①　投資令担額に直撲関連する投票数と各代表に割り当てる基礎投票数¢）合計とす為。《SM）
　　　　　　　ま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　ノ

（2レ投資分担額を基礎とするが、最大と最小の投票権の開きは両者の投資会担額の差より小さくナる。

　　’（ss）、　’、　　　『　　　　　・　　．　　・’　　∵
⑱　1代表1票とする。（sg）

14三三鱒三二関連する瓢ζする（r）’1

・①いかなる場合にも・鰍温品する1卵代表が瀧搬たは否醜をもたないようκする。（SM）

・（2ド、3代表の合計瓢が5ρ％をこえないこととずる。（M）　　’・▼’

③1燭騰は5一こ脚ごととする・（⑲㌧どll＝

1（・）腫票り3分の亭の多撒ζよる・’（恥　　，，・‘討ゴ∴1：

ρ一定の鱒項嫌分擁の綿主要契約の麟）鳳刀麟とf磯の二重二二よるよSS〕

9．
﨟
f

！
ρ

　贈

1／



◎

項 目 勘　告　却　よ　ぴ　提　案“

　　　（ii）手続的事項’　　　　　　　　　出席代表の単純多数決による。（8M、

（3》三三　　　　　理事会に蘭する騨蔽の下嬬綱囎理繊を置く・三三の職員鯵三略国からの学生を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もrてあてる・職員の採用にあたマては衡平な姻的配分㈱するρ事務局騨ぴ聯員の聯上の中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鮮を鮒る・管理鯉あ任務の一部はpr・jer†by　pr・。ect　b　igセ国隙は国際簾に∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委託するこどができる。（：M）　●　　，　　　　　　　　　’

6　財政事項　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　一　　　　　　　・、

（・囎織の財政三脚基礎となる原則．晶晶の矯考としての暑名当面の役割と宇宙部分の利賭として一名当儲の律調と醐確に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　底乱した原則と参る。（M）．　、＝　　　1・　　F・　’9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙部分の共晶聯とともに直接の利用者でもある署名当事敵れそれ磯分担率に応瞭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1櫻出し〕維持運営費を支拗ようにレ衆C？・pera喰ive戸伽C㌻ure曄つく凍則とナる・これ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・により宇宙都分の利用料金が廃止できる。（白）’　　　　　・　1・　　・

・《2曙鞘事者9搬輝を決定する原投資頒は・組織の鹸する蜘設の実際の使周随㈱連させ（糊瞠纏》」利用に関勲く舘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト

　　則　　　　　　　　　　　　　　　　　「名当事者にα’05％の最小分担を罰当てることによh決定ナる6・（SM）

　　　　　’．　　　’投資分担は・実際の使用聴させた投資とすべての暑名当面附て一働つ洞額ρ「基本」●

　　　　　　　　　　　　　　　1靴合計し嘩する・（s8）’1、　．づ一ll＼回，

一㍗一

／
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o

巳

、璽←

噸　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　ノ

Q亀

～　一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
ノ

項、、　　1甘・
、．

@　　　　　　　　　　　　　、@　　　　　　　　　勃　告　お’　よ　ぴ　提　案，　　　　　　　　　　蝋
、　　　、

、 、　　　　1 、

　　　　　　　　　　　　　　　　　、A割当の頻度　　　　　㌧

　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

且装ｪ担ρ割当臨各暑名当事者の前年中の利用に結づき毎年髄志する。（斑1　　　　　　　　　㌣
”　、

（4転投資者の権利義務・
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1

@　　　「　　ノ　’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！

曾　「　　　’

㈲所有権
組織が出資する宇宙三分の全体を碧名当事者が投資分担の割合に応Pで三分諭所有ナる。・（SM）． 亀

●

・（U　資本使用に対する償還　　1 署名当事者が拠出した資本の使用に鮒して嫉投狡分担の調整年匿に語詣る現金コストに基づき償蔑する。 、

●
・
　
’

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

@！
　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　。

i，s，M囑
、　　．

、
，

‘c、維持運営費の分担 維持運営費は・投資分担に比例して分担する。（M）　　　　　　　　　　　　1
’

辱

　　㈹三三条件　　∴．

ｲ噛　　　　　　　、

　署名当事：者は、使用料を支払って組織の出資する全施設を使用することができる。使用料は、償却費澄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、よび維持運営費を含むす琴ての島上をまかなうととを基準としセ決定するζとができる。，（9M’、

　　、　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

C　　　　噸 葺本総維擢甑は投飴揮応じま委なわれるので階名当事者鞭鵬を支拗な曜繊の

馳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’b　　　　　　　，o資する全施設を夏用することができるdぐs、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ノ

●

　　　　　　　　o　　　！
P　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　［　、

D7，調　達　政’策　　・　　　　亀　　　　　ψ

@①，良質低廉なもめの購入・　　　　　　　、

　　｝’

P　　　－　　　　－　　　　・　　∫‘
P：　　　　　　　　　　一
@良質低廉を基礎と回す《ての参加国を対象とする国際入札により宇宙鄙分の四達をする・（SM）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

－ 良質低廉の条件を満たずことができない場合は、理事会がすべてめ当直画D利益を考慮しで解決策をと
9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
驍aiM）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　・

r

　
｝
…
・

　　　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　，
@　　　　　　　　　　　　　　L@｛21鯛達への参加　　　　　　d
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1

@　　　　，．　　　　　　　　　　・・i

　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

訣P久的制度は・参那甲の和益を保謹し・とくにこれらあ国の技術め発展塗可能とするもρでなければな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印、｛らないb　　（8M）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噸ノ　・

ｦ国は・能力の門内断て繍φための醗、齢よ翻達に参州齢をも％働一1

1

r

一　　　　　　　　　　　　　　1　、、

●　　　　　　　　　　　　　『　1
@　　　　‘

@　　　　　　　　　　　　　　　’　．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬　　　　　’
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　門
E1

w　　　　　一8。　　　　　　　　　1　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛　F　　　　　　1，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
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項 目

8’ ｭ明、データお・よぴ技術資料に関する

政策

9鯉系へのア勉矯よ岬整蜷
d｝衛星系へのブクセス

勧　告　お・　よ　ぴ　提　案

組織のための研究・開発および調趣は・原則として・二七加陶の投資分担に対応させる。（M）．

輝かに拘らず謝事者との鰭別的協定によって間接射に7ク宅スでぎること幽1（b

’山州麟半靴の朧だけで宇宙雲の直接アク1拗閉る、ζととする・憎・

組織の轍政策は、参加国の利益絃ぴ契約者の利益を翻して、’公平な制度徳礎とする．（τ1ゲ

　特許政策は・fOregrOUnd　data（組織との契約の実麺により取得したデータ）とわackgrOund，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉
・4寧（組織との難の賄により鵬したデータではないが三三三三必要なもの）とを区別し驚め．

・る・f。rpgr・und’ р≠矧m関する鮪麟契縮図するが・団団の肋のために蝦鞭瀦を

も％’ oackrゆnd　da㌻a嚇する所有権は契約都下公平な条件にし解って使朧を瀬・

（s8），　　　　・　　　　　　　1ず　”1、，　・
賜データのような徽分野剛る暑名当畢翻びその他鰭の網野噸久二三中に劇

文化するζと騨脚叫協定には大綱鵬準のみを鶴下網デー燃はこの基靴

Pたがつ碓事会の判断に委ねることとする・r曲　二　・源

暫定二二凹いて確魁嫡有野州よぴライやス鮪り騨矩畑鞭に諦ても艦させ
る。（S）　　　　　・　　　　　　　　　　　・　　．　’　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　，’、

　　　　　　f　　・　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　・　㍉

すべて囎名四都』学閥かの7クセスカ凹凹できることとト非参刀嘔は㌍u鰹駅ある

一9r
＿＿＿煦黶Q」

み
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項 目

曲舗　整措置
｛δ　技術上の調整

働告および提案

　　，個　商業上の調整

　　　ω　地球局と宇宙部分との調整

I

i1・三三駄虹瀞の齢i
｛　よび特権免除　　　　　，、、’，

1　　　　　　　　　　　－
i　　（11協　定．め撒

　　　●　　　　し

i　　　　　　　　　　　　　　　，　　’

騨スペー醐職数は限られ嫌源セあ賄脚渉の燃聯9縮星湧儲言轍

．部は囎帥が嫉である・（9m　　　　　l　’・，
各欝生動の棚田び調㈱連の関係鱗とくに即にま蝉べきであるρ・ぐ均

　　事務局長は、’理箏会の指示により、組織外の国内システム影よぴ地域シス1デムとの譲整を確保するため、

これら卿儲と常時雌讃きるよう三指班をつくう？（Ml，’♂、

廻バ曜と国内・嫉特獅星との技術絋ぴ運用上蝿に関1する門門騨会また關織

懸か鯛瀬の齢よ㈱運用騨適用については∵噸正当な概は躯
　（ss）

iβ本建ζする。（’SM），一，・

ド鄭三三6（m’・

，，ユσ一
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厚？
㌔

項

（3γ協定の期限

｛41繊定の改正

㈲　紛争の処理

（6）特権免隣

〃当事国の権利義務

（1）『般的義務　1，

（2｝地域衛星

　　　　l　　l

　　　　l　　　、

（3）三内業務

　　　　　　　ト
L＿＿＿＿＿二＿＿一二＿一＿一一

目 観告澄よぴ提㌦案
　無期限とする。（：Mう　・　　　　　’　　　　　　　　　，　　　　　、　　　・．　　　　，
　　　　　　’　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　・・　　　I　　　　J

期限を：定める。．（s8）∴　　　　　　．　　　　　　 ド

協定の改正は総会の提案を参考として政府蘭翁議が行なう。（SM）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ事業者間協定中に㈱手続繭する継を含める・この㈱手続は暫定露出の手緯と同禅銚のとす

る・q、　∫　’　　ド　　　し　い・’　　　；
当一国が決腰細免除艀有し・で鵠限粥織の本漸在国ρ法轡免除を受げ為・、（岬

　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　し　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　亀

　　各参加国は、この静定で設定する宇宙部分と競争的な李宙都分を殼定しないし下また・そのような設定

にも参加しな！ハ義務を負う。∵（M、　’　　．、　　　　　　　・

　　上記の義務は次のことを条件とする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

i（a）鱒は済当鞭腰求鮪効に満たすことができる、こと・，　i卜・lhコ1
ロ　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　グ

㈲瀟・概時期の条件に駅組騨少即くとも鱒醇宙鷺と同等のことがなし得るこζ・（s》

　　者参加国は組織の宇宙部分にアクセスしていないし、また、アクセスの意図がな熔国との間の通信用に

灘されるあらゆる種繍要を充足するため嘩シスアムに参加する騨ある・（s”，．∫
　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

鯵慮姻除規則とくに工鴬の規則縦うこと絃罐事会と鑛することを難としてあらゆる

陣騨脚譲を充足するための麗を謙する権利をもつ・（M、　，　・”
コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ

，i鯵慮麟国㈱則とく脚Uの騨歓と瀞理事会懸隔ことを条件どし略自1
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（5）国家安全保障の要求
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